
第6章: 同潤会柳島アパートにおける経年的住環境運営

名称

所在

着工年
範戸数

規償

現状

柳島アパートメント
東京都量田区績川

1925 
193戸(居舗向 22戸)
3階建B棟

現存せす
⑨ 
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6.1本研究における向潤会柳島アパートの位置付け 中村氏の呼びかけで集まっていただいた戦前居住者2入、戦前からアパート

の付近に住み続けている人3入、現アパート居住者 4人から‘座談会形式で

語って頂いた。

現状立面調査(スケッチ)

日程 .平成4年 10月~平成 5年 1月の随時

第一地所インタビュー

日程 平成4年 12月 14日。柳島アパートの中で唯一居住者に分譲されず、賃貸

アパートとして銭った4号館の所有 ・管理者である第一地所に、 4号館のこれ

までの経緯をインタビューした。

結局、全戸数のがJ7 &iJにあたる 134戸分を調査できた。その内分けは、 l号館 24戸中

I 9戸‘ 2号館 18戸中 13戸、3号館 24戸中 23戸、4号館42戸中 11戸、5号館

1¥ ~ 戸中 3 1戸、 6号館42戸中37戸である。

6.1.1柳島アパートの位置付け

柳島アパートは.同出i会のアパートメント事業における初年度の事業であり.同潤会によ

る敷地買収が初めて行われたアパートである。本研究の他の同潤会アパートの事例と比較す

ると、比較的まとまった整形の土地に 「街路型Jによって配置されており、下町型のアパー

トとして典型的である。

また、戦災によって躯体のみを残しでほぼ全焼している点は、他の下町型のアパートと変

わらないが、戦後の払い下げによって土地が一筆共有となっている点が他の事例と異る点で

ある。Uつの住僚のうち一つだけが、製薬会社によって l棟ごと買い取られ、品後まで賃貸

LI:'をとして経営された点は、 「分議」と「賃貸j によって.どのように住環疫の運営の在り

みが見るかを珂lる意味で、 t1t重な事例といえよう。

また.本官J~例では.悉皆調査によるインタビューと実測を行っており、 66 年の向アパー

トの終年的な住環境の運営のtEり方をつぶさに記録することができているため.他の事例と

比べて、多くの情報がmまっている点が、本事例の大きな特徴である。

図 107.柳島アパート調査住戸
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it棟配ii'i・外部空間実測調査及び町会長ヒア リング調査

日程 平成 3 年 11 月 5 日 ~ ll 月 1 2日

各住戸の実測謝査及び第 l回戸別インタビュー淵査

日程 :平成 3 年 11 月 25 日~ 12月 15日

第2四戸別インタビュー調査

日程 :平成 4 年 8 月 7 日 ~8 月 1 1日

j:ID回戸別インタビュー調査

日程 :平成4年9月 18 日 ~9 月 25 日

柳島アパートの戦前を諮る会

日程 .平成4年 10月20日:柳島アパートには現在、戦前からの居住者がいないた

め、戸別インタビュー調査では捕促できない戦前lの生活の傑子を、町会長の

l柳島アパートの剥査は、以下のメンバーによって行われた。伊藤裕久・外山岡IJ治・磯

辺・高木(東京工芸大学)、偏弘志・ 1E里俊弘・李京格・ラヴエリー ・今井ゆりか(東京大

学)、菊地成朋・安武敦子(九州大学)、上聞 ・極沢 ・萩森・森(武蔵野美術大学)、加賀

尾・木村(三重大学) .稲田多喜夫(東京芸術大学) .梶原道子・石矯(日本』王子大学)、

17j水(東京埋科大学)、三戸勇治 ・安田奈美子(東京都立大学) 0 (Ii'f';!iきは調査当時)
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6.2柳島アパート前史

6.2.1関東大震災までの柳島

柳ぬアパートがJ.llつ墨田区横川地区一帯は、江戸の町が八百八町といわれるほどの発展を

i重げる以前l広人家が殆ど無く芦の原が一面に広がった湿地帯であった。徳川幕府は、江戸

湾の~rrめ立てによって下町の町屋造成に懸命だったと同時に.墨田川と中川との問の江東地

l正のvnめ立てに力を入れ、 1 7位紀の中期には今の北十問l川や償十問川の掘削が完成した。

柳.(，¥の地もその政策のーっとして、忌初iま柳の木の多い水田地，li?として聞け、第4代将軍家

i明治下の克永 9年に町屋としての柳島が誕生した.現代の大償川には江戸の区切りである朱

づ|線が通り、その西側は大償川の水速に恵まれた尚人地、武家地として栄えたが、-*由1)は柳

X!~ 村と1'1' ヒ村の飛ぴ地が入り交じる米の生産地帯であった。

iUiぷWIの本所絵図(図 108)を見ると、柳島アパートのf，'!(j自は押上村の水田だったこ

とが分かるω 償十1::]川から川』立しに眺めた風景は.安藤広重の江戸名所凶十八景にも、同じ

くr' îJ:[にも焔かれている。 当時は、両国から舟で附印川を遡り.今日の虫凶公関東川から ~t

トI::J川を通って柳島橋のたもとにあった法性寺妙見堂でおおりを済まし、また舟で横十r:n川

をl判ドしてru.戸の天満冨まで足を伸ばすのが l日の行楽であった。なお.妙見堂は、江戸城

の!担1"1除けとしてii'(かれ.法性寺の境内には周凶 2m半もある影向怯と呼ばれた古怯があっ

たが、 J}t((では浅信通りに面して上層部がマンションとなっている。

図 108.本所絵図(約1110000)
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lI!6童 向潤会御島アパートにおける住環境遭宮

明治時代に入ると‘柳島アパートの敷地は柳島村に編入され.明治 22年、東京府が東京

市となると同時に柳島アパートの敷地を含む柳島村は柳烏元町に編入される.明治 20年頃

から本所地区一帯は工業地帯として発展することになるが、これは岡地区に姶送路としての

縦償の水路の開けていたことと、武士の没認による人的資源の余剰が阜く工業の導入を促進

したことによるものである.

明治42$の地図(図 109) を見ると償十n日川沿いの亀山務石間家 ・滝野球脇坂家の下

屋敷などは東京帽子 ・来'*紡紡などの紡絞工場を始めとした多数の工場に変っている係子が

分かる。しかし、アパートの敷地問辺は水田として残っており.m区 ・m路形態・点在する

ヴ社鮮の(i'[illは、幕末期の状況を継承している。

図 109.明治 42年陸地理1)量部測図 (1110000)

'u ，10 r斗 ー '._IL_ーム
Iljj治末期から大I[時代にかけて、日本は近代化・工業化を 一気にjf主めっていき、東京市も

当然Ibj聞に向けて膨漉していった。 関東大~災直前の大正 1 0年の地凶(凶 11 0) を見る

と、i場労働者が左，Lti'lし、 m!自が宅I由化され、 江戸Jgjの耕地;甲lを断裂した!}il-<.には制11街路

(路地)併が多く形成されており、住宅地としての高密 ・細分化の状況が続み取れる。

図 110.大正 10年陸地理1)量部測図 (1110000)

iIl6置 同調会柳島アパートにおける住環境直宮 -286-



しかし.アパート敷地は低湿地(溜池)として忌後まで宅地化されずに残っている.ま

た.そうした状況の変化に伴い、明治 31年には柳島小学校が柳島元町の南隣にでき、後の

大正 12年にはその北隣に柳元小学校(柳元とは柳島元町の略)が開校する.

また‘この付近の交通網の発達も目覚ましく、明治 35年に東武線の千住 ・吾妻橋(現-

~手続)問が開通 明治 3i年に両国橋・本所(現・錦糸町)n:]が開通、大正元年に京成線

の、j1f'仁 ・江戸川・柴又1討が開通.更に、それまで仰とまでしか来ていなかった東京市営危

，ILが柳JJまで延員 (4"幹線=柳白妙見堂前~大手町)した。

以ドは.iZ災前から付近に{主む人から伺った震災前の付近の生活の保子である。

住民は川沿いの大工場に勤めるいわゆる職工が多く.九尺二間の棟割長屋に多くの人が居

(1，していて.町には細い道路が多く、大八車がやっとi泊るくらいだった。家の衷には共同水

i旦があって、各家がその鍵を持っていた。電気は普及していたが、ガスが普及し始めるのは

μ災後のことである。なお‘究i民l橋;ま栗原紡紛がi混災自ilに木itiの橋を匁けたのでこう呼ばれ

ている必

'lill.'j付近で大きなi泊りといえば、北十問川に沿ってmJ)i通りとー四ツ日jffiり(当時は復員

S 1Il ('O ー ~t'，r，ll Fノ'j(j泊り(現在の存rJiITiり)くらいであった J 屯車通りには夜J2:fが/1¥てい

て.バナナの111/き先りなどをやっていた。(図 11/)また宮11ド水通りとは.道路の1'1'央に

{i } .~ f¥Lのドプ(ド水)が通っていてるもので、雨が降るとすぐドブの水が道路に織れてい

た.1"1" 21立、 I判;やl下水i且り(現 iまの、錦糸町駅の~tßtrJに点凶に(!I Iびる通り)の万点であ

るが. ~';Uij 主(;立北古11 下水i泊りと大羨ないものと忠われる。

図 111.明治末期の業平僑2

2. /本所l正史』より
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図 112.関東大震災前の南割下水通り3

，，( ~・，

6.2.2不良住宅地区としての本所区柳島界隈

柳μ与\ll'l~は、!.fl 2 1';7 でよLたように‘不良住宅地区としてもイi れであった令以下は.杵淵lii

切による 柳X，)横川町の、大止 7{/ーにおける視察の保子である

柳品liIi川町の八|三需地と百四十三器地とを凡た。此処にある制I/L¥O長屋は持

tlI!刀'lJ主席で.大部分四位敷で畳が敷き込んである。1llや使PTrなどほ勿諭符戸に付属

しである。家賃は)J掛けで、 一力月二円七卜銭であるω i'i凶トー係地の;Jji立燐川町I

に比較すると的ど紺I民俗というに足らないほどである。Jt収入の点にIt:ては月 二十

円位取る省は少ないとのことである。唯八十三器地の)jは;nl'，l劣って、横川町と大

同小見である，()fし償川町の上の部である。このノリ ー得地に.W，'j';に倒れな家が一

戸あった。此家は夫婦と手L:在児一人の三人であるがえは長く病床に臥し、 }jは夫の

石r....と乳呑児のtlt話とに寸暇がない、妥gは余に向かつてこんな乳呑児があって夫

にj軒く長く病まれては実に何ともし方がない.一日一銭も似るのi主なく、唯人係の

日IJ力によって漸く糊口を凌いで毎日途方に容れているのであるとさまざめ泣き出し

た.ふと t~札を見れば士銀である、1i:なる哉妥君は践しからぬ人品‘言葉泣いなど

も立派である.一層問的制限の情に打たれたのである.余は深く之を慰め且つ病人

を能く右認し一日も早く全快して他日の幸痛を)lJJする係にとの~Ilnを妓して詳し

た。 Orし余はj析かる一夜の悲惨なる実情に援して胸中自ら!日Jt.'iの涙に附ばざるを得

なかったのである。 1

3 r本所区史』より

4. 191ι 刊誌房(中央益追協会主粉、 f制 調H民踏を観るのJcJ. j'社会と救済1・pp.62ー似正
7fドl月可

1116量 同潤会都島アパートにおける住環境運宮 -288-



このほかに著者は、本所区の績川町と長岡町を訪れている.この記述によれば.柳島横川

町i立、償川町や長岡町に比べて、比較的住環境の不良度は軽かったようである。

6.2.3関東大震災以降の柳島

大正 J2 '1' 9月l日、関東地区を中心lこマグニチュード 7. 9の関東大震災が起こる。催

災，v，-1 i) 0万人.死傷.lfは 10万人を法える.

柳品え田Tはほとんど全焼したが、|古!島地区はほとんど焼けなかった。当地!x:で震災に遭い

、litけ廿iされた人のうち、土地を待っていた人は殆ど戻ってきたが.借家住まいの人は戻っ

て米なかったようである。従って.当地区においては包災によって住民の下数くらいが入れ

件わったことになる。

lfミ災からが'J7カ月後の翌大JEJ 3年2月23口、政府はi叉災復興事業の実胞のため、 21災復

Ijo!)}"jをぷi位し、 七地区匝iti冬型j!'IJ;tを中心に復興を計画した。この上地区間整思1'1;x!によっ

て、 IYI ii7・大正 lQI に ï!ï街化した法鎗未惣備の密集市街地は-~，:されることになる。当地区

;;1， I:J出11.:llllij問時事業全 fifij也氏のうちの第 45区にあたり、柳品え町、押 l町、 q.之郷x!

f間r，小!Hi.b[IHrなどを合み、同制会柳向アパートのis設数地をどi供することとなり 、iJ戸JVI

以米の街1く・街路形態をiTiめながらも‘幹線道路・前日街路のi'[r，没.i1!i"Jの改修などH税の白

状:~ ~点備 され、 lfJ災で焼失した柳ノL小学校 、 柳ぬ小学校も、鉄筋コンクリート造のiß物とし

て"1まれ併った。(同 I1 3. 1 I 4) 

図 113.柳島尋常小学絞5
¥ 

f*i官区史』より
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図 114.柳元尋常小学校6

新たにできた四目通りは附和 3 年頃に皇后陛下の行幸があるというので急~舗装した。昭

和五 、6年になってもm車通りで舗装されている所は少なく、殆どが砂利道だった。

6.2.4東京帝大柳島セツルメント

区画整理事業が進む一方.震災復興に関連した社会福~"事業も精力的に展開されるように

なり、柳島元田r4 5帯地(後償川僑4丁目 7-2)には.その一民として東京帝国大学セツ

ルメントの活動拠点 「ハウスJが完成した。

関東大渓災の翌月 . r~巨大学生南洋見学団J 38名を中心とした東京倍大有志は、震災直

後から、 「学生救護団Jを組織し、擢災者の緩限Jに当っていた。そして I0月には「セツル

メン ト」創設の戸が上がり. 11月、三河島 ・日暮里 ・本所 ・深川において、スラム街災地

調査をはじめた。その結果、 1 1月下旬には、後に同澗会によって不良住宅改良事業の行わ

れた「深川区猿江表町」が‘セツルメン トの候補に上がった.そして早稲田大の今和次郎教

授と仁科会パラック装飾研究の飛島哲縫両氏にセツルメントの設計を依頼し.笠年の2月に

は、設計図が完成した.しかし、万ーのために、帝大セツルメント側は、柳島に第二の候補

地を物色していた。結局.猿江裏目Iの土地買収は成功せず、柳島にセツルメントの活動拠点

「ハウスjがi泣かれることになり、再び.今和次郎と飛島哲雄にハウスの設計が依頼され、

大正 13年2月には設計図が完成した。そして6月6日に閉所式が行われた。

日 『本所区史』より
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f 

図 115今和次郎・飛島哲縫設計の帝大柳島セツルメント7

この吋時の柳島元日fの綴子を.セツルメントの林房dJtは以下のように陥写している。8

本所柳島行きの電車を、終点の一つ手前で降りて、臭いのする狭い露草地を十町

あまりも歩く 。ー低い軒並みと遠く工場の煙突を背況に、やや気取ったアメリカ風

の建物が、まわりの細民街の空気とやや不釣合に、例えば労働者「の行列にただひと

り変った制服の大学生と云い度い格好で、ぽつんと立っている。

東京帝国大学の柳島セツルメントー。建物の外見だけでなく、内容的にも、そ

れは労働者の中の大学生なのだ。

地民地政策が植民地の住民にとって大してありがたいものでないように.だか

ら、大学セツルメントの原理なるものも、労働者階級に取っては、救世軍に毛が生

えたくらいの価値と意義しか持っていない。

帝大生にとって、柳島元町界隈は、 「臭いのする露地j があり「低い軒並みと速く工場の

煙突Jを背筑とした 「細民街Jであり 「労働者階級」の街であった。また、 「本郷の高台か

ら、 柳島の労働者街に移住するには.我々は先ず精神の革命を必震とするJ9ともしており、

当時の帝大生にとって、柳島の不良住宅地に飛び込むことは、 ik死の覚悟だったようだ。

7. 1937、大森俊雄、 r東京都ー国大学セツルメント十二年史』 束京情大セツルメント

8. 1937.大本俊維、 『東京帝国大学セツルメント十二年史J. PE3S、東京帝大セツルメント

9. 1937、大会俊IiL r東京帝国大学セツルメント十二年史』、 PI~30. 東京帝大セツルメント
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このような覚悟の中、セツルメント内に I調査部jがおかれ、大正 13年の秋、つまり震

災からちょうど l年を経た、柳島元町の戸口調査が行われた。この報告書の冒頭には、

この調査の地域は三河島、日暮里、深川の一郎等の如く東京のうちで最なる貧

民街と数えられる特別なる区画ではないけれども.その区内には土問なしで 1畳敷

の大きさに鐙恨の高さ(軒ではない) 6尺足らず、床の高さ 2尺、その上土地は低

くて始終床下の乾いた事がない憾な家屋をも存する地峻であり、 一般に下層街と言

った場合の貧困程度においては却って最極端な一小地区よりは代表的な場所として

考え得る所である。10

として、柳島元町が東京市のスラム街のある霞の代表的な存布であったことが分かる。こ

の調査は以下のような地域で行われた。

これをみると、淵脊純凶は.後に柳島アパー トが建設される'全地(1'1，"地(同潤会) Jと

表記しである)と.柳元尋常小学校を除く地域であったことが分かる。また同報告，1，では、

相P，¥1元町は今(大正 l3年=筆者注)より約 1;)年以)(明治末期=君王者11)は

一面の田地にて般家散在したものであった。それが郎市発展の結果現在の如き工場

労働者中心の居住地となったのであるからこの地域に居住する者の多〈が現世代に

地方より移住せるものである 0
12

としている。調査によると 83%が現世代の移住であった。また、この報告3では、家に

ついても調べており、建物のうち、 66%が住宅. 26%がI占品目DfJTI住宅であった。13しか

し、住宅のうちのほとんどは間的が 10坪以下のバラックであった。

10.1925、倍大セツルメント調査部、 『柳島元町戸口調査報告』、 1'P3、帝大セツルメン ト出版部

11.J925、帝大セツルメント調査郎、 『柳島元町戸口調査報告』、帝大セツルメント出版部

12.1925‘帝大セツルメント調査部、 『柳島元町戸口調査報告』、1'1'16.情大セツルメン ト出版部

131925、帝大セツルメン ト誠資郎、 r柳島元町戸口調査報告』、1'[>20‘帝kセツnメン ト出版部
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このような状況の柳島元町に‘東京帝大セツルメントは、 「児童図書J r労働学校J r乳

剤散歩J r腸チフス予防接種J r映画会J r児童唱歌大会J r市民教育講座J r児童遠足

(駒沢)Jといった活動を次々と行っていった。このなかで、昭和 5年4月26日には、柳

島アパートで腸チフスの予防後倭が行われている。 14

しかしその後、予告大セツルメントの活動は、':i察当局に「左翼活動」としてのレッテルを

貼られ、昭和 13年5月 16日に神田の学士会館で「絵理報告会」が開かれてその活動に終

止符を打った。 閉鎖の理由は、昭和 13年2月の『特攻月報』に以下のように報告されてい

る 15

斯くて社会事業本来の使命を逸脱し、左爽陣営と密按不離の関係を約しつつ其

の闘争に於て重要なる役割lを果たしたる干育大セッツルメントも、時代の波に抗し難

〈遂に葱に消滅するに歪れり。

14.1937、太議俊成. r東京帝国大学セツルメント卜二年史』、 PPII、京京帝大セツルメント

15.1995、符百l新平. rだれが風を見たでしょう ーボランティアの原点・東大セツルメント物語』、
PI~212.213、文2主1l'!:k
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6.3計画の概要

-所伝 墨田区償J115-10(本所区柳島元町12)

. -{fT年 大正12;手12月l日(第一期)

大正15年11月(第二期)

-竣工年 大正15年9月8日(第一期)

昭和2年10月5日(第二期)

-問領 敷地iiIiW: 1547t'1' (建坪率 :41%、容積'f;: 1230，，) 

-胞i没概要 RC造3階建6倣

.{j一戸数 193戸

6.3.1区画整理事業

開P.¥.¥アパートのill設は、情郎復興土地区画整理と連動していて。時'(1也の全てが換地による

ものであった。柳品アパートの敷地を合む土地区画愁理i.fj.1'iJ印式 (t:(11 1 i) :ま街路北l'lij

を小心とした地区で.大小工場が多く‘殊に大日本自転車株式会計、大 11本裂氷株式会計、

!.UJ;(中¥1('妹式会討などの移転、には相当の困難が伴ったほか.J;W，'，也鉄の采り入れ反対運動な

どの1111題が続出した"'1'でも専売局設世に関しての地区の|メ [ll!i't(f.fT委il会と内務ず?との紛争

;ま激し いものであった。
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図 117.東京土地区画整理換地位置決定図第 45地区の一部(大正 15年 11月 1:3，000) 

1 .. 1潤会柳品アパートは、まさしくこの渓災復興土地区画整I!!!事業と連動したものであり.

敷地而m1::; 4 fi. 7 I即は、医画整理による燥地によってもたらされたものである.この

後地l師wは、同判会アパートの中でも消砂通りアパートに次いで第2の規僚となっている.

四ツ Ilj泊り(幅1122111)から 3プロックを挟んで、敷地前凶lに南北道路(幅員 II rn) が

新設され、その主軸道路に l(fiするように庖$U併用の位和~ 3 械がIi~iむされている ， (図

I I 8) 

第6量 岡潤金柳島アパートにおける住環境遺書 -295-

6.3.2住棟配置計画

柳島アパートのs没Jト-Xiま特定できていないが、中之郷アパートとJ211十がほとんど同じ部分

があり.設計時)gJもほとんど同じなので、中之郷アパートの，1生計を打i吋したといわれるmll

日出刀(東京大学教綬)であろう。 16また.施工業者は、話集問彦次郎という個人名が|百l閥会

の資料に載っている.

柳島アパー トの当初jの設計図で、現存が確認できたのは東京町i公文Mi:の内回祥三文wに

残る 3枚のみであり.その内容は以下のとおりである。(閃 II 9、 I 20、 I 2 1) 

16. r同澗会アパートメントのiß設に関与した人々』堀煎、日本iß~W?会 jに会~慨.町lfl1:i 9年 1011よ
り
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図 119.柳島.一号アパートメン卜配置園、大正 14年

図 120柳島、第 2期アパートメント配置図並び屋外排水及び排便管工事布設平面図‘大正
1 5年
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図 121.柳島第2号アパートメント各階平面図、 1/100、大正 15年

図を見れば分かるとおり、当初の設計が分かるのは第 2)gj工事分だけで‘ m1 JQj分の平岡

闘はない。しかし、第 1)Uj分は後に見るように中之郷アパートの 1f}ftd. 2号館と殆ど同じ

ぷ社なので、当初の俊子は大体杷控できる。

配置図を見ると、敷地前面に区画整理により南北道路(幅日 11m)が新設され.その主

軌道路に而して第 1m工事分の底舗併用の住棟3棟 (1. 2・3号館)が配置され、 2号館

と3号館の問に引き込み路を設けて東llIrJに中庭を囲んだ第 2)gj工事分のコ字型住僻13棟

(1[・ 5・6号館)が配iltされており、西函を除く 3D自1は高さが)2mの万年塀で閤われてい

る。このように、敷地の3方を万年塀で図ったのは、東側が栄JJ;![fJi紛の工場であり、敷地形

態が南北方向に長い長方形で、 l 而しか道路に聞していないためであろう u

配((.t計画としては. 3行2rrJのいわゆる並行配位となっており、敷地の中央を泊る引き込

み路「中迎りJによって、庖舗併用住棟と専用住倒!に分かれていて、それぞれの性絡が組立

しているように感じられる。建設時期が l年ほど違うこともこの箆閃として考えられるが、

街路型の配信計闘に対する経験が当時.まだ浅かったこともその要因として街嫡できるであ

ろう。図 11 9、 1 2 0を見ると、全ての住棟は明らかに西を表、それ以外を裂として設計

されており.配ill計画自体も同僚に西を表としている.従って中通りは、 1 • 2・3号館の

rilと4・5・6号館の表が交錯する空間として設計され、万年塀と各号館の問や、 4・5・

U号館の隣陳空間は.Nの空間として設計されたと解釈できる。このNの空nnには.他殺が

施されていたようだが、 4. 5・ 6号館の住戸内からは直後アクセスできず、ダストシュー

トにたまったゴミを回収に来る業者以外の者には用のない空I:lJであり.採光とjffi風を確保す

るためだけのいわば「あいまいな空間」と看倣すことができょう。この「あいまいな空間」

が後に見るように、柳仏アパートの居住者逮に定住と住こなしを担保するようになるのであ

る。

また、敷地のほぼ中央部にあたる 5号館の入り口の北側には、娯楽室とそれと擁して管理

人家があり、娘楽室に付いている階段のデザインなどを見ると.このアパートの中心的存在
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として計画されたようであるが、実際の生活上では後に見るようにあまり中心的存在とはな

り得なかったようである。

なお‘引き込み路は、幅 10尺(約 3m)の砂利数ii!i路を嬬 2. 5尺(約 75c口1) のコ

ンクリート締笈の歩道 2本が挟む形になっており、それぞれのコ字型の住僚の中庭にアクセ

スしている。引き込み路は中庭に至ると、砂利敷からコンクリート舗装に変わり、各階段室

へうEるが.中庭!こは6ヶ所の花I車用地 (当初の図面では4ヶ所となっている)が用意されて

ある.敷地内;;t.この通路以外は全て未舗装の状態で.図 12 2の写真を見ると、歩道の向

田1)にはかなり多くの街裁が施されていることが分かる。

このように街路計画!と関連付けられた柳島アパートの配置計図は、 lまぽ同時帰!に建設さ

れ、同隊の庖舗併用住棟・中庭形式の住僚を持ちながら工場跡地をそのまま買収レて敷地と

した中之郷アパートと対照的となっている。また、同じ時J!JJに建てられた青山アパートも街

路慰の配置計画を持つが、庖舗を備えておらず、 2本の道路に沿った形の配置となっていな

い点などは柳島アパートの配置計画と異なるところである。

げ『問問会年度別事業報告3昭和2年度』より

図 123.竣工当時のI苫舗併用住棟四

6.3.3住戸平面計画

出舗併用住棟(I・2・3号館) (図 124) 

/[1i舗併用住棟は. I階が庖舗+6位+3畳、 2・3階が<Hr+:3位で椛成され、各階2つ

のf主戸の計6つの住戸で階段主主を構成する、階段室型となっている.応舗部分lま底、玄関、

勝手口の 37"所で人が出入りできるようになっているが. 2 . 3階部分は断段室でしかアプ

ロ チできない. 2・3階の住戸は、 l階より l間半ほどセットパ yクしており 2階には

ベランダが設けてあり.屋上iま共同の洗濁場となっている。

181936、問潤会、 rァベー ト居住者生計調査報告書』
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また 1. 3号館の規模が、各階8X3=24戸(階段室4ヶ所)であるのに対して、 2号

館は、各階6戸x3=18戸(階段室3ヶ所)と、規僚が縮小されている.柳島アパートに

おける庖舗併用住戸の総戸数は 22戸であり、猿江アパート (43戸)、 f高砂通りアパート

(:3 ;:;戸)についで第:3f立であり‘中之郷アパート (10戸)とあわせて、下町地区の同潤

会アパートでは、 1;5舗併用住棟が積極的に導入されたことが綴われる，ここで、これらの同

澗会アパートのj苫鮪併用{主僚の手商品I\~成について触れることにする。 (図 1-18)

図 124.柳島アパート庖舗併用住棟図面 (1/2∞)

f 

図 125向潤会アパート・ 庖銭併用住棟の平面織成19

(31・江7パート 10号館 (，・}簿秒遍"アパート 7号館広・

まず、中之郷と柳，c，)で(立、その平副構成は殆ど変わらないことがilllされよう l そのill;い

ほ、!苫舗の次の中の間が'1'之郷は41't半であるのに対し‘柳μが6)/cとなっていて‘!日j口は

どちらも 211ilであるのに、柳品の方が半間奥行きが長いということである 2・3階の平岡

と.ファサードのデザインが殆ど同じこと.両アパートのi設計時期が殆どillなっていること

を考えあわせると.中之郷アパートの平面計画が、基本的に柳品アパートへ踏襲されたもの

と見られる。

非常に短い設計)911::1内で.多量のアパートの設計をこなすために.問問会J2:J十郎で;まある

fifiの型投J十.或いは係fVJilll:Jrを必裂としたのであろう。しかし、同潤会アパートのi設計全体

を見渡した局合、 そうした型設計をそのまま別の敷地に~IHするということほせず、基本(~J

には型設計より敷地の特徴を優先させた計画を常に考えていたことが分かる。これは哀を返

せば.同制会が.アパートのs没計というものに関して、絶対的な指針を持っていなかったこ

とをむ味し、だからこそ、その場その場でいわば実験的に保々なアパート，&，lrを試みたので

あろう。その結果.同州会設計郎は.そうした幾多の実験を重ねつつ. 1 0年弱という短期

(1l匂面子夫土...1111

閉
園
圏

麗

菌

回

目
雇

園

田
幽
閉
岡

{宜}申2117パートllt.

19.1991.外山側治. r ，"l~司会柳Jhアパートに傑1する生活史的考察J. 点点工芸大学卒業論文
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， 

f:lJに非常にバラエティに官んだ建築計画法術を蓄積していったのである。そうした例を底舗

併用住宅で見てみると、柳島アパートの後に完成した、猿江アパート、消砂通りアパートで

;;i， 住棟によって聞い込まれた中庭を強〈意識した平面総成が笑施されたことが綴えるので

ある。

-コの字型住棟 (4・5・6号館) (図 126) 

ーti， コ字型住棟でl立、 1・2・3階とも‘ 6畳+3位タイプ 10戸，4畳半+3位タイ

プの合計 14戸のWfflLt戸で構成されている。階段室は l隙につき 5つあり、中央の階段室

を除いて、各!培3戸.合計 9戸の住戸で椛成され、中央階段宝[ま各階2戸.合計6戸の住戸

で椛成されている。住戸ユニットの構成は.中央階段室に而する 2戸を除き、全て線対称に

なっており、全体としては中庭を通る点凶中心線に対して線対称になっている包各{主戸へ

;:i，州側の中通りから中l足へと続く通路をii!iつてのアブローチしかnLむされておらず、Jij舗

()f川i主悼の 11貯のよう に.台所からは銭外へ出ることのできる勝手，1;立作自ーしていない

(I.J; ・ド 1(li ~\j ，，~でIW さ れる の，之{主悼の入口に面する 2 l'lと内閣 l こ(、.'L iil (する 'I F を除き.

j"J/.kを配したti位あるいは4也、ドの E主が、全て中庭に面していることである守すなわち.

必ずしもI判側あるいは点側からの採光を恵規せず、中躍を r.!<Jとしてi'fVlQ悦した苧l自i椛成

がは川されているのであるーところが、設計段階の図面によると、rlr)廷にI(!iした!Us!IJの4戸

の le'-'j;;主'1'経とは反対仰lに|旬υており‘ crlJr段階においては【1".立を必ずしもi'f;iilした社両が

4えられていなかったことが分かるω

午お‘liijjfのように:)号箆の入り円の北側のみ娘楽室がg設けられ..1 ~I :: ド ほどの部屋が

rJ'泊りに[i'，]かつて突き出している。ただしここは現在、内側の(i汁 fと 体に、咋nJ(f:宅とし

て('1!われている。

また.現在同if'~会研究に 11iわれている、現存する当初の投計凶;立問p品アパートのコ'1"I'i{玉

同とI，.J慌に建設過艇で設計変民がなされたものがある可能性もあり 実際:こ調べてみなけれ

ば、その半面計画をよ草冶するには不十分なところもあると指嫡しておきたい。

11¥6量 同潤会柳島アパートにおける佳環境運宮 -303-

図 126，柳島アパートコの字型住練当初復原図 (1/200)

一 皇軍立重量

一一 一一一一
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6.3.4柳島アパートの計画の特徴

以上、柳ぬアパートの計画を、主に{主棟続成・平面織成に分けて考察してきたが、ここで

柳向アパートのJ十l閣の特徴をまとめると以下のようになる。

((1陳J十lllliJ

・市，;Ll1 1 ~1 の街路に沿って- !，IJ に広告E併用住棟を並べる、いわゆる街路型の計闘であ

る、

-政地の中央に，街路と蛇行に中通りを設け.それを介してそれそ'れの表と哀が向き合う

If>でJ，lf出fi()fmイl:bIi・wnl住棟が並んでおり、庖舗併用f主bIiとえ平ffH主棟のl'k!i系性が立与いm

・作曲:ともぷj必り. '1'j泊りを去と ~r~~ したファサードデザインとなっており、他の立而lま

完全に!l!としてデザインされている。

・コ"j-:'I'HU曜の隣blili:J隔はかなり!よいものの、特定の機能はイlーしておらず、いわばあいま

いな '~IlH となっている。 このあいまいな宅 1::1 は、コ'f:I\'!I1b1iと )j1:: 慌の1i:J 、:3 'Hi]の耐61IJに

も(， れする，

[、ド1(Ii.l十llllil

いわゆる I附段宣明!の構成であり、階段宝を中心としたコミュニティをイメージして

おり.特にコサ咋I(Hliにおいて;之令ての附段宅が'1'/疋に1(liしており 、'1')丘を中心としたま

と主りをぶ『漉している ，

. flHi.i十¥lhI・その他のな庇に;ま欧米の影響が見られるが、(f:1;内『立、、'iJl干の本ii511貸住宅

の ード 1(li h'f，，，~と侠小1'1 を総収している s
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6.4柳島アパートの変遷

柳島アパートの住環境の歴史は、大きく四つの時期に分けることができる。以下.各時期

ごとの時代状況と居住者による全般的な住環境の変遷過程を追ってみる。

6.4.1戦前期(大正15年~昭和20年)

図 127敷地の変遷(大正 15年一昭和9年)

柳，1~1'rアパートが昂irlï 'i '流層向けの賃貸住宅として供給され、 lmn20作の*京大空裂で全

焼するまでの時)QIである。この)QI間の住宅の管理は.同澗会の目指只である住み込みの管理人

とその家族によって行なわれていた。居住者は入居してn;lもなく、 l史(f.の柳島町会とは日11

に. 1'll 1~ に fl昭和会j という町会を作った。 f昭和会 J は.昭和 10年 q:í問 iJ首会に働きかけ

て.3号館の南側に201:(大の木造の集会所と5・6号館のI::-J!こifrたに児童公民lを設ii'iした。また

公的賃貸住宅であるにも拘らず、管理!人に頼んで復数の住戸を UT りていた r~:.住占ーもあった。

このような、居住者自IJからの働きかけが可能となったのは、同澗会の、居住者の要求に

対する柔軟な姿勢があったからであり、何もかも始めから全て作ってしまわない f余地を

銭したJ十回j があったからであろう。

当時.アパートの周りは平屋の木造が多く、 3階建ての建物は小学校くらいしかなかった

ので、唆工当時においては f御殿j と呼ばれるく らいで、見物人も多かった。特に設備に関

しては、電気.ガス、水道、水洗式便所.ダスト シュート等が完備され、相対的に立派な設

備であった.周閥の人々にとっては水洗便所は珍しかったので、どうやって使っているのか

不思議だったそうである。また.ゴミをすとんと下に泌すだけのダストシュートも魅力的で

あった。

居住者の中にも、水洗便所に慣れていない人が多く‘放仰があると管思人に言いに行き、

隣りの家のトイレをill':わせてもらっていた。 トイレの紙は浅草紙(認半紙より少し厚い鼠色

の紙)なら使ってよかったが、新聞紙は使用祭止だった。たまたま使う人がいると~.、ず詰ま

り、管型人の奥さんからおこられたというエピソードもある 2

アパートは凶側を除く 3ブJを万年塀で閉まれており 、*世1)には柴田{紛紛の工場があった。

また、建設時には、 tfの道路の上に下水管などを並べてそこに上様りをしたために、綾工当

時の前の通りの路聞は.ill物から 3尺くらい低かった.しかし.アパートができて l年くら

観6軍 岡潤舎柳島アパートにおける怯i'l耳環宮 -30φー
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い後に.i!l災の焼け跡の赤レンガなどで前の通りを埋めたので今度は逆に路面の方が高くな

った。敷地内の道は.砂利敷の通路をコンクリート舗装の歩道 2本が;まさむ形式た'ったが、

その後数年して、約 30c m角のコンクリートブロックを敷き詰めたようである。

各断の部屋の人気は、 l階は湿気が多く. 3階は高くて昇るのが大変だから、 2階が一番

評判lがよかった。また 3階は.蚊取線香をつけておけば蚊帳を釣らなくても蚊が入らなくて

よかったが.そのかわり夏は照りつけられるので暑くて大変だったそうである。

肢とには.百¥:h出場があり石のたらいが並べてあって、 l階から 3階の人まで利用してい

たゆ

/，.;住者は勤め人が多く、階層的には中級ホワイトカラー以上の人々で.都電柳島営業所

(吋a.'iは，1，営電車)の人も数人いた.ここで少し、戦後の柳品アパートと関連の深い、都電

柳品 '~r;;定所について触れることにする。柳島営業所は明治 38年に開設された東京市街鉄道

の本所営業所が.柳島の現在の亀島小学校に移転してでき、史に大正8年に.それまで押上

までしか米ていなかった<li屯が捌Jia妙見堂まで延長し、柳11アパートの交通の伎はよくなっ

た，1削1'11に入ると、柳品車庫もでき.路線も充実していった。この頃.東iJくでiま交通労働者

を Tt: ~l白に労働i1l!1iJ1が憾んで.ストライキが頻発 した。 当時アパートの付近に住んでいた小説

家の松川解子は、 『同fJ.1の森』の中で、 「工場の塀にピラが貼られ、労働組合肢がはため

き.大小のストやI早々な名目の大衆行動や文化運動が.たがいにもつれあいながら続けられ

た l と [~ilfl! しているが、間i屯も労働運動が盛んで. その結果、戦後すぐに柳品アパートを '1:1

にする働きかけができたのである。

;"} ~;.白1の人 11のところには管理人室と娯楽室があり、それらは内部で繁がっていて、ここ

に竹内人の家肢が住んでいた。管型人は.同潤会本部の{土・1¥との兼務であったので、日常の

竹内はその家紋が当たっていた。同潤会の記録によると.娯楽室には図息、将棋、ピンポン

の設備があると記しであるが、居住者はここを娯楽室としても.奇合いにも使うことはなか

ったらしく 、ここは管恩人室と呼ばれていた。実際には、ここは事務室となっており 、居住

.，v， は fl~l 人側人でここに家賃を納めに来ていた。

柳ぬ元!UTの町内会は既に存伍していたが.それとは別に柳山元町田I内会との連絡のために

柳品アパート強自の町会として、 rl昭和会j を第 1)IJ1アパート居住者で入居後すぐに結成し

た。柳島元町町会の精成員は. 工場経営者、商庖経営者等ざまざまであったのに対して、ア

パートは居住者間も.家の大きさもほぼ同じで統一されていたので、新しい町会を作るのが

容易だったと忽像できる。昭和 2年には、第 2JUI工事が完成して居住者数も抱えたが、昭和

会のための集会所はなく、各館の代表が集まっても 6人なので.個人の家で集会を聞いてい

たらしい。

1f[{1'II会は.数年後に同潤会に働きかけて、 5号館と G号館のliflに小さな児童公悶を作り.

ブランコ、砂上品、シーソ一等の遊具を設置した。この事実l立、どの同潤会の記録にも絞って

おらず、新たな発見である。当時はまだ幼児向けの遊具が珍しかった時代なので、東京帝大

セツルメントと共に、アパートと問辺の子供の絡好の遊び比!となっていた。また当時として

は珍しい屋上でも子供たちはよく遊んだそうである。 f Jlミ JP~*国大学セツルメント十二年

史』には.柳島アパートに住む人から次のような投稿が窃せられている、題して「子供にも

っとi昼ぶ道具をJ20 
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入居時に世帯主の名義で l号館 11著の庖舗併用住戸を借りて、次に隣の住戸を妻名義で借

り、娘が結婚するときに新居として4号館の3階を借りたというものである。

表 26昭和 9年までの柳島アパート貸付状況.

o:l吉岡空年度予円I薬取引ほり 、但し管理人室・娯楽室を除く計 19 1戸について

このように.具体的なアパート経営.特に入居者の選定に関しては現場の管思者である管

何人にかなりの部分を委ねられていたことが窺える。

柳品アパートが注目没されて I0 (joたった昭和 10年頃には、昭和会が山田区から町会とし

て~2められるようになり、:3 ~;館の南但I1の現在駐車場になっている所に 2011ほどの木造の

集会j引を建設した。また、昭和会の創立 10周年記念として、f.1HI:.(fが全μf.lまって 「悔森

λ;'J (巧時春日ji]り沿いのIfjì~田l にあった芝居小屋で.寄1R;などをやっていた)で記念会を

iJ った。 吋問、アパートの問りは t't々と(:~がはわせてあって、たいへんきれいだったそうで

ある。

J，li舗(}FJIIf.上H!にほ. p~をやっていない家が 5 、 6 軒あったが.ぷi泊り沿いのアパートの凶!

?じま令部応舗で、米尾、そば説、パン尾などがあった。この辺りは.小さい路地が多く、小

さ汁通;や長屋が密集していたので、人口密度は今よりもずっと多く、賑わっていた。

アパート周辺の人の勤め先は.係々であったが、 精工会に務める人が多く.四ツ目ji]りは

tJiて合に通う人でごった返していた。当時は.押上と錦糸町では総武線がまだ新宿に至って

おらず、 jijl上は京成線と*武事~の乗り換えがあったので、錦糸町より仰上の方が賑わってい

て.千~から新鮮な野栄を行Ir~ に来ていたおばさんが多かったので、主品rfで阪わっていた。

また、普賢償問Tには、 f正lぬf主r.5がwて、縁日もあった。

しかし. I昭和 12年以になると、徐々に戦争の気配が目前の生活にまで忍び寄り、柳品ア

パート内では、 1土練単位に隣組ができ、回覧板が因され始めた。後に戦時色が強まるにつ

れ、隣組からのi函連で、 l 階の人は押入の下に防空壕を作る人が多くなっていた。一方向

年、錦糸町駅付近の線路沿いの汽ilI工場(平岡工場)の跡地には、江東の工業地帯における

歓楽地として江東楽天地が完成し、本所映函館、江東劇場の両館がオープンした.翌 13年

には遊園地「江東楽天地j も完成して.まだまだ本格的な戦時体制となっていなかったこと

が綴える。

その後昭和 15年頃になると、砂糖・マッチの切符制が尖胞され.大政封筒会が発足し、

l削和 16年には軍事Il!lifの住宅を供給することを狙いとした住宅e';凶が発足し、同il司会は解

散し、柳島アパートの経営・管理!は.住宅営団に引き継がれた。

本土決戦の岩手凶気が高まる中、空襲による火災の延焼防止ために、 ill物を強制撤去して、

全地帯(幅約 I00 J日)を作る、建物疎開が四ツ目通り沿いに夫胞された。この建物疎開に

泣い、戦後柳島アパートに移り住んだ居住者もいる。
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6.4.2戦後混乱期(昭和20年~昭和26年)

空襲により.木造住宅.工場の密集していた横川地区はほぼ焼野原と化し、柳島アパート

はRCの継体のみを残して大半を焼失した.当時の居住者は灘散し、終戦後復帰した戦前居

住はは少なく、現在では戦前からの居住者は一人もいない。

戦後すぐは.住宅営団が賃貸住宅として管理していたが、戦後、住宅首団が戦時協力団体

としてGIIQから解散を命じられ‘管理が東京都に移行したため r都営アパートJと呼ば

れていた時もあった。

戦災後間もなく. 1、2、3号館には、本所工業高校、区役所、日通、f警察などに務めて

いる人が入居したo 1号館の第 1.第 2階段室は臼jffiの寮になっていた。 また、柳島アパー

トで亡くなった人の遺体を運び出すのを本所工業の学生が手伝ったので、郡からそのお礼に

と彼らに 3.4軒{昔していたこともあったようである。家賃(1号館3階で 12円/月 .2 

: }fn ~際，ま 1 2円50銭/刀と 1弓円/月という人がいていずれが正しいのかは不明)は.

mの人がfJに l回、 2号館の l室に徴収に来ていた。

'1 :}~11;;j:、近くに℃場のある第一製薬の家依然となった。 ;'.[í 製薬のれがここに{}tii'i:して

いるのはーて品!から工業川tt:!気をひけるためだと忠われる。

弓.G ~~. 由:は‘郎屯柳島台業所の幹郎 ・ 労働組合が.住宅営 FHに働きかけて、柳t\常業所

の '~(/i企Y. I I 大 ~n 'l;lJとして1*川できるように取り付けた.このU.'i. "号館にあった奴楽室は

大ftr{.-lのー主として住宅に転用され、 6号館の入口の 6ー 10 1 は住宅から大布1'1;1の集会主

と 1;. った 。 大和Y.Iの集会当は‘ 5 ・ 6 号館が祭となる前l立、 ~t{官が住んでいたそうであ

る。他にiま.戦争で家のない鋭戚や友人と同居する家族もあった。大和錠では持?段常毎の隣

制I1Offiに分けられ、'f;き1者等の徴収はこの縦の隣組でなされ、電気代l立、続全体の料金の半

分を W:，:li数で古1Jったものと、 ド分を世-I!，人数で訂lったものの利を徴収していた。

戦災によって給排水.1tELL-ガスが全く使えなくなったので、料災直後から、共同便所3

ヶliiとM'J洗い場2ヶ所を設ii'i:した。共同便所は昭和 20年代にできたが、共同洗い場lま

日 1q，になってできた。その後5号館と 6号館のf::]の共同手洗比jの跡には、変泊所が設けら

れた。また、3号館には個人で使所を設置した人もあった。JTI使については夜の処理が大変

で. t1! '1'7官灯をつけて丹!を足しにいく人、たらいなどにためて朝共同便所や知lに鎗てにいく

人など係々であったが、女性は特に簸{通したようである。

1屯気は入居当時から使えたが.屯圧が非常に弱くて蛍の光のような明りしかっかず、 Pt1fi

も多かった.

炊事については、 l弓ftiiから 3号館までは階段:ifi下の水が出たのでそれを使ったり、焼け

跡のtt-¥敬レの水道から水を汲んできて、薪は、田舎かから送って来たものや焼け跡から姶っ

てきたもの(屯住がー苦手よく燃えたそうである)で、住宅の外、上IrrJになってしまった住宅

の内部、階段室等で煮炊きをしていた。また、 jj，を土IHJや階段の踊り場でおiったりする音

が、 Us全体によく響いていたそうである。

食料簸のために、寸'1庄では'llゃうさぎを飼ったり、アパー ト内の士の部分や周りの焼け跡

に知lを作って、とうもろこし、いんげん.かぼちゃなどを鍛えていた，しかし、しばらくし

て、そこの地主がMってきたので却lは明け渡さなければならなかったらしい。

図 129.昭和 20年代の 6号館の中庭22

ゴミの処J!j!については、ダストシュートが使えなくなったので. ! ~f .. jのゴミ ii'l場を設置iし

え .Pt-}!'lrが線認できたのほ、 4. 5 号館館のコンクリー卜製の物入れ ( jií~lìíi::ì防災 JIJ 具入れ

として使っていたらしい。現在は町内会の物置となっている)と:3:}m-iのI輔自IJ (今の駐車場

の所、共!日l便所の脇)の 2ヶ所であった。

fI宅内fili;立、コンクリートの似体部分を残して、木造のjj]f1:11-E7i;立971どlii尖してしまった

ので、殆どの家は入居時がらんどうであった。但し 5号館とり:}ft!:iの第 Z、百13、;'.[i'1階段

引は比較的よく残っていたようで、特に6号館の中央階段:J!ll'fのfI:戸;l.ヰ」任に至るまでl'11

改築を治ど値しておらず、柳ぬアパートの中で唯一、iι
ころである。

がらんどうの所に入居した人は、敷物.l!具をいろいろな場所から湖iliして来て.白力建

設に近い形で、ともかく住める状態にしていった。建具は.ifeけ跡や空き家から給ってき

た、サイズのばらばらなものをつぎはぎで使っていたが、それを盗まれることもしばしばだ

った。コルクの上の任表は焼けてしまっているので.還のいい人は.学校や容察署の焼け跡

からftを何枚か譲ってもらったり.治ったりして床に並べていたようだが、治どの家庭で

iま.板の上に新1mゃうすべりを敷いて生活していた。特に l階の住宅法、床 Fからすき間風

が入り込み.うすべりを飛ばすので、飛ばないように床のあちこちにGのolHiをしていたと

ころもあった. また 、 1!t~や天井に. ffillflや壁紙を貼って応急の修繕をしていたが、それが乾

いて夜rド!こ唆や天井から貼り付けたものがパサッと背をたてて務ちてきたりもした。

雨漏りも激しく. :H持の家の巾には傘をさして筏ていたという人もある e これ以降40年

IU1.柳島アパー トの居住占は雨漏りと格闘しなければならなくなるのであった，

22. ti号館中村氏促供
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戦争によって、住む家がなくなった家族、線戚などが同居していたところもかなりあった

ので、住居の狭さも問題で、 I1若に住む何事干かの住戸では戦前に押入の下に舵られた防空援

などを利用して地下室を作る人もいた。

図 130昭和 23年ころの 6号館の一室の犠子23

しかし 、衣通りやWIーからの}t!.U1tjらしはよく、-;>;¥_j二iJl. 浅I';r:，見ut{'.:TIIliがよく lLえ、市If[

川の化火;立以上にござを敷いて見物できた。また当時、ぷi!liりは[1動車ば好?とi必らず、['j転

小や%がほとんどだったので通りにござをひいてお茶を飲んだりタ泌みしたりしていた人も

'‘，_ 、.，_，

とこ ろが‘柳μアパートはその後も、昭和 22 年のキャサ リ ン什風、 I~l和 L -1 tl'のキティ

fi'![，¥により被宙を受け、特にキティ台風の被害は大きく、大人の胞のあたりまで水が米て、

l 階部分は床上までほ水した。 1階の間住者は水が引いて椛ちJlくまで、同 [:で共["Jで炊き

11¥しなどをliったそうであるa

Iml12 :lij'q'[に;之)U.，lfi!1有.JU<'I洗い場がなくなり、柳.，，¥7パートの生活も徐々に搭ち

お きを取り}~すようになっていった。 これより少しがiのl昭和 2 1年、柳μアパートの汀qミ千

'1'心として、業平防4、5丁目‘倣川矯4、5丁目の訂ifを集めて. r-r年会 I二楽文化倶楽

部lが発足した。述足、レコード鑑託、鋭劇.演出IJ練習、伝上での来6ii練習(ハーモニカ.

ギター)等の活動を行い、子供会の f時;子供会Jのために、紙芝討や 「早起き子供会Jと祢

してラジオ体保等(昭和 21、2年は2号館と 3号館の1mの泡話の前、その後ほ柳品小学校

の校泌を{!?りて)を行ったりした。

23 )，.;(上占による平耐凶、民間図からアクソメとして起こした.

第 6.岡潤金柳島アパートにおける住環境直宮 -312-

図 131曙子供会によるラジオ体操の俊子24

一!定文化倶楽部Jはまた、昭和 22年のキャサリンfi'!n¥の被;作が院大だった足立尺.i.i

肘p [ <. に非合で集めた必~{j~を送り 日[f!区から表彰された。

Imll " .'i t[， 8 )j . 柳刈アパート組 n で償川橋 5 丁目北部町会を件る。 H立川柄!+~ t1~~町会も [ ， '1

q;r};成 した。 ~IJ 会事務所は. ti >Hi'l 1階にある 「大和製」の集会所を(!l!JII，それまでアパー

トの副i持行上'j!を行っていた委D会(1、2、3号館は協力会、 ，1:;-an;まいJ)上 九、 ti~;. mì:ま

柳，::，)アパートili営委n会という名称) ;ぷそれぞれ町会に編入され !1.!に 4 史文化以楽

;'ft;，. 'r;;，' rut会lのrllJj会も町会に吸収された。このころには生前もようやく おちおき、倣

川 三111町会によるお祭りも行われていた。

21. fi号館中村氏従供

256号館中村氏l:l供

図 132，昭和 27年のお祭りの僚子 ・アパートの前でお
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こうした級難辛苦を共に経験した位代、いわば第 l世代(大体大正以前の生まれの人)

;;l:.物を貸し合ったり、おすそわけをし合ったり、とかなり綬密な近所付き合いを未だに続

けているが、その次の世代の人は、それよりも少しドライな近隣関係を形成しているようで

ある。

図 133.敷地の変遷(昭和 20年 昭 和 29年)
@ 

lií~ 災によって居住者が入れ鈴わり、モダンアパートがただのコンクリートの箱となったと

:\う~ '1¥のむ味での劇的変化を経て、新居住者が段々な凶灘を独白の手法で采り舷えつつ、

lfrたな(l'u;r;を模索していったのが、戦後混乱JgJである。こうした危機的状況の中からーそ

れぞれのI，'ifl:.('i'がれらの下で住民t立を作り上げる習慣が生まれ、また附灘な状況をj七に励ま

しあいつつ乗り切ったことにより 、 I，li{主必問の相互扶助fド~*"í ÞI'が tf1われていったことも屯~

G側I(!iであるが.この11判明にアパート1，'Hl:者のコミュニティが. ¥ . 2・:l: ;-fti:. ，¥リ由，.

;-， ' ti : ;-fti:O) :lつに大きく分かれ、その後の同アパートの'くそn:IfJJIIJを大きく則定していった

側lflfら桁術しておかなければならない，

6.4，3発展期(昭和32年~昭和48年頃)

I~i fll 2 ti [1' ;:; J1 1 R. 東京郡旧営団住宅分議規則に基づき、見-[~江Il!I建築局企 lihj諜資材係の

下により.柳μアパートの土地及び建物が閲人に分設される， 11日何回iI宅の分泌E許可につ

J 、ての ìili 知 l を見ると 、 I~J和 26 !下には柳品アパート{作家組合が出来ていたようであるョ土

地までー絡にiiい取らなければならないことに反対する居住省は多かったようで、川 Ui¥の返

済)911::11まl年返済から 6年返済まで準備されたが、ほとんどの居住者はG年返済を希望した

ため、結果的には全ての住戸が6年返済となった。。なお4号由1については.個人に分泌せ

ず、第一盟主主が l棟ごとi'iい上げ、引き続き昭和 47年まで家族祭として使mしていた。そ

のため、 4号館においては居住者による建物の改変は行われず、 m築が一切行われなかっ

た。また払い下げ時には戦災による被宮に対し、建物p人.Jffill.立び外郎が修繕されたa

分探代金の支払いは、昭和 2ti年5月から昭和 32年4月までの I2ヶ月 月賦によるもの

で、契約~~によると支払いは毎月 20 円までに済ませなければならないが、尖際は、 2 ヶ n

分. :lヶ片分をまとめて払っていた家もある。分議価協は部屋の大きさによって見なり、以

ドのようになっていた。なお、利率は 6. 5 %であった。

¥ :;-fts 2階の :l!，'(+ti位の1:111反でー 1 6， 1 1 3 f'J， 

・2号館 21併の防舗併用{主戸では、2l.807rJ 

. 6η~n 1階の :3-:'!+ 6位の間取では、 23， 3 5 G PJ 
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次に柳島アパートが分設されつつあるころの生活の儀子をみてみる.この頃はベビーブー

ムによって柳島アパートの子供の数も非常に多く、以下のような遊びをしていた。

五号館の中庭には、毎日紙芝居のおじさんが来ていて、 「ラッキー坊やJという紙芝居が

人気だったので、 「ラッキー幼やのおじさんj と呼ばれて親しまれていた。おじさんは拍子

木を鳴らしながらやって来て、子供たちに水飴を売りながら‘3本ほど紙芝居をやって、終

ったら子供が散らかしたゴミを掃除して帰った。また、 「七色とんがらし民Jさんが赤い帽

子をかぶって七味唐辛子を売りに来ていたり、あさり.しじみ、いわし子、納豆、コロッケ

(5円で買って、キャベツがついてくる)などを売りに来ていた。貸し自転車尾があって 1

時間 5円で貸していた。錦糸町公園にプールがあったが、入場料が高いので栗原紡絞の焼け

跡の水溜まりで泳いだりもした.ここは春にはれんげ知lのようになり、子供の倦好の遜び場

だった。また. ~普段室の:智、から各家の軒づたいに隣の階段室の窓へったっていったり 、階段

を竹馬で上がり下りしたり、管趨!人室の屋根に上ったり、段上で遊んだりしたa 他にも、

ベーゴマーメ ンコ.リング.ビー玉、ゴロ野球などをやって遊んでいた。

図 134昭和 30年ころ、中通で遊ぶ子供たち26

それまで子供述の遊び場だった栗原紡績の焼け跡に、昭和 28年「都営償川防アパートj

の第 1WJ工事(鉄筋4階建 104戸)が竣工し.翌年には第 2)朋工事 {鉄筋4階建264

戸)が竣工し J-十368戸の団地となる。その後昭和 30年代に入ってすぐに、災害等の非

難通路として都営アパートと柳島アパートの間の万年塀の一部 (4. 5乃館 5、6号館の

1:可)と中通りの北側の一部をJ~ し、通り抜けができるようになった。 それ以降、都営アパー

トと柳，Qアパートは交流ができてくる。

26. G号館中村氏f.'f供
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図 135.柳島アパートの裏にできた都営犠川橋アパー ト27

附和 32年4月20日.アパートの分譲月賦が完済し.払下げによって取得した住戸を他

.r，に必り払い.郊外に土地を買って転出する人が附えてきた一方で、柳島アパートでは、本

怖がJなm~誌が自由まる。当時、区分所有法はまだ制定されておらず、 一般的に共同所有・ JUfI

'~:I:nの概念は皆無であったといってよい。柳島アパートでも自分の住戸に後する共Jrl~ll!1

を‘r'IL所イl{J戸の延長と見なして、 I曽築がなされていった。これは主として‘戦後のベ

ビーブームでi仕得員数が上目えたことによる相対的な居住而絞の不足の結果である。

li :;.由1の南側はまだあまり噌築されていなかった隊子が、図 136から分かる。

図 136.昭和 30年代初期の 6号館写真28

ただし. 1 . 2・3号館については、図 133を見れば分かるように、既に昭和 20年代

のまだ分議されていない時期から徐々に始まり、分譲の月賦が完済する昭和 32年以降は、

l占舗併用住鯨の l階の中通りに面する側と. 2階のバルコニ一、 3階の居住者は屋上に.

5・6号館では l・2階の外周部にかなりの数のm築が行われ、 5号館ではl昭和 30年代に

l 階から 3階まで共同m築したところも 2ヶ所あった。

27 r巡回区史』昭和 34年版より

28. r~:n凹区史』 昭和 34 年版より.右側が，'$営アパート、左手前の木造住宅は材木r.r;

一一ー一一一一一一一ー一ー一一ー-
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図 137.敷地の変遷(昭和 30年一昭和 39年)

匠宮司
.夏躯厳司民路地に・!，た東京・6曾・・aアパートの 災害崎の遭周通

路6・4患のためω 万写綱の-1<が電量り制・された.1;1・ 4.S.61iJ. 
の聞には自絡に週が羽o.産されていった.

84jf. 外・~全蘭舗・.
8't聞の〈るみ児.公・のところには4鰐S島屋'"盛っていた.

。.. 曾アパートができて、震通りが圃やかになヲた.

。，陸地内通路~全国的に補修した.

I~j和 40 年代に入ってもli'l築は引き続き行われ、特に 5ηfiíj 1 断. 3りDu1 ~皆は元のファ

サードが見えないほどに別築されていった。

こうした外部環境の恋化を懸念して.アパート全体で町会とは別に I-t地建物管理委員

会j を設置し、以下のようなm築に関する取り決めを定めた.なお、 この委U会は、昭和

五2!f.に町会に吸収されている。

建物船には、 1 IHl半の仮り出しまでしか認めない。

. 2 )Jr"Jの張りtUしは認めない。

. f註上の11'1築はIL2.めない。

'11'1築した分についてはそのliiI!Iiに応じて迷惑料を徴収する。 (早川 !日 II円/呼)

こうした取り決めも、，ilJ川があるわけではなく、半ば件、tする!日でm~匹が1iわれていっ

f二町

また、建物自体の維持~:珂!は.基本的に住棟単位で11'われ、 1 . 2・3月館については階

段本ごとにm壬を符ち、特に 2号館では、昭和 26年の払い Fげの11干l二、 l階の人は建物周

りの地l自iを、 2階の人はJ.!i制上部のベランダの部分を、 3階の人ほ}長七をそれぞれの平11m維

が行使できるという取り決めがなされた。また、 4号館はmー製茶が ー析してi¥'坦!を行い、

5・(i行釘iではそれぞれの憾で一応して管理することになっている.

4 乃 ml~立第一製'ì!iが-t;tiで管理していたので、用築は- I;IJhわれず、数1"1の維持補修を行

った。l昭和 3G ifに外装(外壁.ill具、手倒等)の全商改修を災施し、 I~{ 布 14 0年には外部

ill!!.をスチールサッシに取り符え、外壁を改修している。|凶刷130年代には住宅難の影響で

ιl 号館iこ入れるのは幹部の社員だけで、しかも!ur選で入らなくてはならない状況だったが、

IJ{j和-10年代になると一般社民も入居できるようになった。しかし附和 40年代中q'iにな

り、日本社会における住宅難が一応解決すると.入居者各人が住宅を求めて退去し、空き家

同然となっていった。そこで4号館の所有者であった第一割薬からその子会社である第一不

動産に所有が移行し.内装改修(壁、天井の漆喰を取り除き、モルタル漆喰等にし、長.問

(-I:I;IJ.隙子等を全て取り伴える)の後、昭和 47年に一般I-;'J賃貸アパートとなり‘それ以前

の居住者はいなくなった。新入居者の中には柳島アパートの他のtt転車から来る人も多かっ

た。29

ImU30 年代 40 年代を通して、柳島アパートの外部~I::I も大きく変存していった。

その一つが、 liii述のI也築による変化であるが、 l凶布J2911'に完成した冊目也償川橋アパート

の12請で、災即時の41'~通路確保のため、昭和 32 年頃.万 q: ~Jlのー郎( ， 1 ・ 5 号館 、 5 ・

29. r第一地所30年の捗みJ I 986年より
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。号館、 1 . 4号館の問)を取り凄した。現在、建設時の万年塀は4・5号館の聞に一部残

っているだけで.他は全てプロック塀に替っているが、これは、このとき取り替えたものと

旦lわれる。

それまで、表通りからしか敷地内にアブローチできなかったものが、束、北からもアプ

ローチできるようになって、居住者以外で柳島アパートを巡り抜ける人が培え、特に都営ア

パートからの通り依けが多かった。いわば西側を 「表Jとしていたものが、東側も 「表j と

レてぷ，;;¥1しなければならなくなったのである。

これに伴い4号館では、 4号館と 5号館の聞にブロック塀を新たに設置した。また 5

(j :;ffiiでは新たに通り道となった部分に面した住戸が.単位あるいは共同で、柵等をJ設iiJtし

ていき‘結果的に、郡営アパートから中通りへ抜けるillが2.4;:できたのである。 4・5号館

の1i:1の道似が途中で約 3I¥Iから 1. 5 I¥Iに変わっているのはこういう経緯のためである。

また"目6乃館の都営アパートにl而する住戸の中には、側々にプロック械を取り段し.

部付アパートの敷地に政ける勝下口を作ったところもある。

なお、柳JJアパートの住所は昭和1¥2年の住居表示変更により.tiJ¥川橋 5r白から横川 5

1'11となり 、ノI"Uに至っている。

また、.1: iffl:iが第 一製薬のzーから一般向けの賃貸アパートになった昭和47伴、間l屯柳品

川1! lfrがIf~11:された。柳島アパートにおけるこの 2つの象徴的なIH米下をもって免展)glは終

り、次第に I'il)~発への動きが r:::î まっていった。ちなみにこの設刊、 U 本経済;まCî ilU シ ョ γ ク

!こより、 r:'~ rJ.t純済成長を終えるのである 。

この時191i式戦後td乱J91から続いてきた居住者の 「住j に|刻する11:76'12ボが、払 Fげを契

機としたm築;~によって満たされていき.郷蛍アパート建設により ーそれまで ImJ であっ

た明1i:1に生じた rc<Jに対して.居住者が外部空間を自分の空1::1として凶い込んでいった時

J91である。つまり、それぞれの居住省が、 生活要求の解決のために、外在日空I:.fJを発見し、な

l味付け、利川していった時期であるといえよう。また、住民境の維持管理に対する問題怠識

が月 '1・え、区分所作法で分設された集合住宅にはない、 独自の維持管埋方法が形成された11寺

191でもある。

6.4.4再開発準備期(昭和48年頃~平成3年)

発展j羽以降、居住者の建物・外部空間への働きかけは引き続き行われてきたが‘昭和1

・10年代後半になると、転出者がl¥'1IJJlし、t曽築の形態も、既lこt司祭している部分のillて仔

え、 2. 3階住戸の鉄骨独立役による単位I曽築などと、これまでの単なる住空Ilfl鉱大から.

I~ (fの n:空1i :1の改ðのプ'11"1 に向うのである。
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図 138.敷地の変遷(昭和 40年一昭和 49年)

...ヨ際会後のを土宅たった 4号館 >!をステ ルザツンに省え 外I
補修益 ー鉛向げの貸賃アパートと忽った.

@康備のS曾アパートに置する蔽では 個々に万年"<c隊去し a 
をつ〈った.
@この頃から 4.5.6号館でr:.t主慢の銅υ!こ ・や廟が訟量

れていて2た.

ドI1:39を見ると、 11暗における問築の依子があまり笈わっていないことが分かる。

それを象徴する出来事として、弓号館で増築部分を含めた‘鼠 I 外U~の揃修が行われた

ことが挙げられる。 5~-}宮古でぷ以前から五号館だけの建物Ù"JlJ!の組織があり、揃修t~を f自み

立てて』、たが、附F日56 't'.この頃特に雨漏りが激しくなってきたので、的、7金があるf'i皮

たまったfll*でよ-.:\J:の防水1: 'I( を行った。 しかしこれだけで;;t IHiW り;山町らず、 I~lfll ~ 8 {ド

に ，主、外r..~の補修工 'JIを行った。 それまで.居住者は屋上 lこttI!木や物自などを i行いていた

が、修格の後には物を;1'1:かないことを取り決めている。その後、階段引の修繕もやる予定だ

っとが、柳μアパートのIliliN免のJRしがLHてきたので下定を'1'11した l また. r'i lJ ~l 1tの訴し

とJI;にー1;1上にI'Iび物をii'lく八がtl¥てきた。

Imll三O午fi:の後、l'になると.柳X，Ijアパー トをや!とかl'γ|したいという俊足liが向まってい

き IK{ftl ~ 8 年!こ ;立町会長が!.H 日 11更で'1'之郷アパートのillて Hえの 11[~ を聞いていたが. l'il:N 

itのぷを公に泌u曲するに;立時期尚早という判断を持っていた，しかし、IK{fllli0 !I'に、中通

りのドをi泊る下水がおまったため地l(Ijを綴り起こして大規慢なド水1¥主格を1iったのをきっか

けに、I'i開発機運はますます向まり、町会i'i年部である 「鋭利会 lから、 illて併えの話が出

て IK{f11 ti L {I秋から、 I 税平11会 j を'1'心とした有志で ItjlHl~の勉強会を n~J 日i; した ，

図 139.敷地の変遷(昭和 50年一昭和 59年)
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そして忽II/l和 ti3年の町会の新年会の昨で「柳島アパートの建物の現状はi挺に老一約してい

て ill答えを必~とする 11'i JQIが米ているのではないか」というおが出て.同開発の話が公にな

った。これ以降、柳品アパートにおける新たな周築はほとんど1iわれなくなっている。
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の場その場の状況に応じることが可能な「柔軟な小集団の合怠形成Jにもとづていることに

一因があるように思われる.

図 140.敷地の変遷(昭和 60年一平成 4年)
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図 141.柳島アパート立面の従前従後
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そして16J年7J1、 柳品アパートのII終えに向け 「柳島アパート再開発研究会Jが発足し、

!fl ~{m分については.建てる時点でH公署からの通達があったらいつでも段すこと を条件

に illてmしをしているので.ll伴えの際には権利としては1~2.めないこと J 、 r Jド即1築部分内

に“~[i，'(されている臥日については揃佑の対象としないこと j の 2 点を確必 'JUJjとして決め

そこ!また 91Jには再開発広報誌である『ゃなぎしま』の?l'¥1r;が発行された。

その後柳川アパート "i iJ[j~研究会で;ま数回の勉強会を 1m き、 (株)郎rlill築研究所('1'之

幻アパートJiiiLアパートの再開免コーディネーター)の見¥IIIJ正に、 Hil目会アパートの内閲

it 'J(伊|と.柳.1.'，1;アパートのII伴え下i.tについてJ、 (H，n行部間不燃ili築公判の阪本氏lニー

rli街地，Ii開免‘JI業の仕組みと助成制度について」の治義を受けた。

そして 偏平Ij.，v，全oの[，;J怠を得て、干成 2年 7JJ、 r tß\川弓 lïH世代rIパ'1il也 Ili iJfj~ fl'D時制l

{i が1;1，t¥fされ.村学J点:311'1::IJに;ま俄川 5丁目地区市街地!'fU日発事業が *;~(ffl~rli ，l j- plïj(拝

ぷ公でI%rli，1[I'可決定され、 ;t?心され、 'l"liiu組合は本組合となった，

まプこー隣のt1"o7パー トでも*点目;による再開発事業が始ま り、平成;3I1 の .I~ 九月にか

けて、 ffl;'lq.アパート居住在の千部のづ|舷しが始まった。

，'11:;1 it;I"~ii )91 においては.新規附築;ま主に 2 ・ 3 僻で行われ その杭W'内部のー[(部情)1¥:

j七に近代化していったが、新たなfi:'::Y.tln鉱大は発展)91ほどにほ行われなくなり 逆に、家族

川氏ti数が減っていき.向付1化が進んだために、柳島アパートには出荷令官守と、相対的に広す

ぎるfi:'~"1:1Iが残っていった。また、建物の同船化も顕在化し!If;め、 i韮に Ill r:ij~'J\ J1 を iJ， íとす

るにでった。

つまり、，lfI)[j発明倫 )gll立、建物と人間の 2 TI!の目前官化が illiみ、外部'~nn に対する新たな働

きかけがあまり見られなくなった時IGIといえよう.

また‘，11開発ι]1業決定に至るまでのJU]間が、他の問問会アパートや分譲マンションと比べ

てかなり早かった埋由として、これまで述べてきた.柳島アパート居住者の、定住のための

働きかけと.それに伴って成黙していった強間なコミュニティの存在があったことを指摘し

ておきたい.

以七凡てきたように、柳島アパートでは.戦後5011'弱にわたる住環境の変存を続て.手

IA411・刻Ifでm築lま41うanを除く全150戸中約八苦1]に当たる1191マ、拡i数戸{止IIJは全192戸中t!-J4

，Y;IJには1たる72戸において1fわれており.その結果. 16世帯で三l止代出住が;lilslしたのであ

る。そうした定住11r般の生活要求の充足と引き換えに、柳ぬアパート，立物理的:こは閃 10に

凡るような建設当時の形態をとどめないほど改変されてきたのである。(図 14 1)現状の

ファサードを見ると. (七棟の各層がそれぞれ戸建て住宅的なファサードの係佃を呈して l 、る

ことに気付く。このような多係なファサードの形成は、 f主&1境の維持管í'~が.小規僚で、そ

日開田
E立問匠町宜開閉
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6.5個々の居住者による住環境形成

6.5.1 柳島アパー トの居住者像

1:<11 ，1 2は、ヒアリング調査によって氾混できた.がj居住地の分かった 92ユニット(住

1;) 分の、現1，li{主将の入居fiij居住地をt<わしたものである。全体を調べたわけではないのだ

が、大体の傾向;立つかめるであろう。アパート内が前居住地であるユニット;ま. 2 7戸で約

1 '，I;IJをrJjめ‘アパート内からそのユニットへ引っ倍した人.アパート内に銀成・家放を持つ

人が多川ことが分かる"こ うしたユニットの復数戸使用について芯 次lJi以降でさらに涼し

く述べる アパー ト以外の明川氏内から米た人は 5;¥'IJを山め、その小でも、アパートのii)i{E

する倣川、隣H1[の%i'fI'. 1'1'上、 1['1品、 f色戸といった、近場から点ている人がその大半を市め

て川る アパー ト内から移ってきた人と合わせると、近くから移ってきた人;j:8'JiIJを，'iめ、

柳川アパー トが償川地 I~:川辺の (1'七ストックとして機能してきたことをぶしている 、 これ

:1、アパー トの明き家的桜が、地主是のコミュニティの巾で凶過してきた結果ともいえよう。

第 6量 同酒会綱島アパー トにおける住環境運宮 -322-

次に、現院住者の屑t主従を見てみることにする。表 27はヒアリング『洲符によって氾鋸で

きた 1:l2ユニットを使rnしている居住者が、いつの年代に入院したのかを友わしたもので

あるが逆に、川居住，J1ーがアパートから転出していった年代を大まかに友わしているといえよ

う。戦後すぐに入院したものは45戸で、前 19 2ユニット'1'の23%を占め.母集団を調

査対象の I32戸に絞ると 34%を占めることになる。従って.総ユニットの'I'で終悦直後

から住まわれ続けたものは少なくとも 4分の l以上あることになり、柳品アパートが r定

住の:li5Jとして機能してきたことが分かる。

表 27柳島アパート年度別入居者数(従戸歓)

また、ここで注意しておかなければならないのは、 4巧fi'[iにおいて、 I昭和 47年にそれま

での民住者が-J;'Jしてしまったため、他の住棟と比べてIi!}(!:燃がi}.1いことである。しかし.

4号館も他の住悼の 「もう 一つの部屋」として機能している側1Mもある。

すでに述べたように、柳ぬアパートでは居住者の高齢化がばi.(';であり、人口干幻主も徐々に

減少している。柳島アパート居住者全 299人の年齢椛成をみると、 65才以上の高齢者が

第6量 同到会柳島アパートにおける住環境基宮 -323-



f 

全体の 17%を占める。ちなみに東京全体では 10. ，，%.建設後30数年経つ、公団の赤

羽田地では 7. 4 %であることを考えると、かなり高齢化が進んでいるといえよう。年齢別

に見ると、"0歳前後のの戦後ベビーブームの世代が多く、 1 0代の第 2次ベビープームの

i吐代も多いこともわかる。 I戸当たりの居住者数を平均すると、 2. 1人と少なく 、特に4

号館においては O. 6人であり単身者が多いことを裏付けている。

以 上をまとめると、柳島アパー トの典型的居住者は、戦後から住み続けてきた 「定住型j

の米政と. 4号館に典型的に見られる、居住歴の浅い 「非定住型j の2つに大まかに分ける

ことがでよう。

「定住!tJJの居住者は更に.昭和 20年ころ 20才代だった第 1世代、戦後ベビーブーム

の2世代、第2次ベビーブームの第3世代3つの世代に分けることができる。そして現在は

;fD世代がそろそろ惣立して，、く時JUJにさしかかっている。しかし、家放型としては第 l世

代+第 211t代の高年 2位代世帯が多く、 3世代世帯は復数戸を使用レて初めて成り 立ってい

る。

また、仰向アパートにはこのように 「地域の住宅ストックj としての側而と、 rf在住の

(I/'i) としての側面がある ことも桁摘しておかなければならない。

6.5.2アパート内移動

l叶 11] 31立 、 柳，I，~)アパート におけるこれまでの 、 アパート内移動 . j;tJJ築 ・怯数戸使用につ

いて‘ I 0 ljーごとのl時代区分に従ってまとめたものである。

第 6量 同潤会柳島アパートにおける住環境運営 一-324-

図 143柳島アパートにおけるアパート内移動 ー増築 複鮫戸使用
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アパート内移動は、主として「分家j の形で行われることが多い.単に.それまで住んで

いた住戸を引き払い、全く引っ起してしまうケースは、聞き取りを行った中でたったの l軒

のみであった。 従って、柳島アパートの場合は、代官山や清砂通りに見るような 「アパート

内移動Iが単独に行われるケースはほとんどなく. r複数戸使用」によって、居住空館の鉱

大が図られていったといえよう。これは、代官山や前砂が、 「独身室Jをもつことによっ

て、家族の拡大に応じて「アパート内移動」ができるのに対し、アパー ト内の住戸の全てが

:3{'(+り位、あるいは‘ 3位+4畳半といった、均一の規様であることが大きな原因といえ

る、これ;ま.柳ぬアパートの大きな特徴であるともいえよう。

6.5.3 i留築

これも凶 14 3を見ながら検討することにする.柳島アパートがまだ賃貸アパートであっ

た. 1~{fI12 01十一代 lì~ 'f.に、既lこt曽築は五軒行われている。いずれも泊築のやり易い場所に熔

楽しているが、その始どがパラァクのようなものであった。 20年代後半になると、新規lf1

3会戸数lまti'~flこl1'1え、服飾 ()Hn{主 IWの屋 kでは 2 粁吃l~を Ir っている ， また、 5 目 。 :-;tn1が

まとJRJ;cmlxi必 J"jの I 大和烈 l であった頃、 5 号釘iには交通J~jの役臓の人、が住んでおり-

1; :H!Hには r大和錠lの管.f!gをしなければならない校長がれ んでいたa 従って ;)月館に

な引くからm築が見られる一方、6号館にI首築が.fi.られなかったのは、U号館で附築すれば

i.Wの1lilがたたないという理由であった。その後l悶干11:324'の払下げのrJM返済が終る頃に

な随分別え、 :30 1F代J!jドには、新規耳~築が 2 l'肝と、t10数年間の中で 都新規l1'1築戸数

が多かった。 また、この時期には、上下階が協力して共I<;Jl1'1築を行い始めた。 I~{手n 4 0年代

に;-i.コンスタントに新規則築が行われ、共同m築も日住んであり.既存m築部分のillて符え

をliうものも多かった。 l附和 50年代前半は、 l切手日:30年代後半に次いで新規l1'1築戸数の多

l叶.'iJijlであるが、2、3階lこm築するものの割合が大きくなっている。 ;:;l)年代後半になる

と‘ j1ilm発のJEがLI¥てきてやや新鋭m築戸数が減るが、 1 O'lifのm築がある。l昭和 60年代

になると.再開発の話がn体的にilliみ、新規t目築は6Hとなっている。

ここで.共15Jl1'1築に泊目してみる。5号館42戸のうち、JU，ill1'1築は尖l二38粁で.これ

は5月:.tnlにおけるコミュニティのまとまりを表していて、 4号館は日IJとして柳島アパートに

おいて5号館だけが、 1I曹全体の外~補修を行ったのもうなずける。 それに比して、他の号

館は恥独l1'1築を行った戸数は多いが.共向上自築を行っているのは少なく、特に 11暁から 3階

までの共同作1築に成功しているのは 2号館に lヶ所だけである。

6.5.4復数戸使用

凶 I1[ :3の..(i但IJは同一家依あるいは綬戚向土が使用する{i:戸を、矢印で結んだものである

が、この後数戸使!lH立大きく 3つの図書1に分類できる。一つは.米政のうちの誰かが、もと

の家族とは組立して他の住戸に移り住む場合であり.伊lえIt.U、子夫Mが新屈をアパートの他

の{l:@を取得するものはこれに当たる。次は、家悠のうちのJ(rかが未組立の状態で他の{上戸

!!¥6置 問潤金綱島アパートにおける住環境運富 -316-

を使用する場合で、子供部屋がその典型的な例である。これには.庖鋪併用住戸を専用庖舗

にする際、家族全員が他の住戸へ移り住む場合や、家族数がt曽えて、老人当として他の住戸

を利用する場合も含めている。最後は、親戚関係にある人が、アパート内へ位してくるタイ

プである。

こうした住戸同士の関係性は、 年を終るごとに変わってきてー例えばーf供部屋として使用

していた住戸を、子供のt"t-4婚の際、新しく新居として、もとの家族から独立した場合l立、そ

の213の関係性は未狙l¥'[明から、独立引へ変わる。最終段階には、 全ユニッ ト数の 37%に

ちたる 7 1 戸が、複数住戸{吏 )fil見l係にあり、非常に$ð~~ し た係十11 を日している。

柳品アパートの複数戸使月jは、昭和 20年代には. f韮か2軒で.その米 l粁は鋭威、もう

lojif;ま分i;f，であった。 l附和 :30年代においても、子供部屋を縦似するための段数戸使用はわ

ずか :l~干で、後iま続減と分米が 2 事{ずつあるだけで、昭和 10 1 1 代の後、|ーになって漸く活発

!こ1fわれるようになる。 これ，式戦後から I凶手u40 年代にかけてのfl:'t::餓のt~i*であり、住

'と殺がf1iiì.止の兆をよLせる ころ、柳ぬアパートから転居する人がi円え 、 その枯*~数ド(!1!)1/が

i，r; ieになっていったのである 9 柳日アパートの複数戸使!Ilが時代状川をよくぷわレていると

いえよう今

6.5.5 n戸 1化

例μアパートで;立、 i，'jffJ;i必や代行山に見られるような. RCの ~P:I~を取り I在すことによっ

て(上r'1人iを述結して居住空H:Jを拡大する例は見られなかったa しかし、 IIilキの{I:IJと2断の

(11'をも外fflHこm築した附段常によって連結した例が l軒だけあった 白 (ケーススタディ 2

参 ~~(n こうした . l1'1~匹 f部分による 2 戸 l 化は.ま在r工共同{j宅にも }L られるが、柳品の例のよ

うに仁ドにつなぐのではなく 、隣Hl二でつないでいる点が見なっている ，

6.5.6用途転用

すでに述べたように.柳.Ç~アパートはもともと j苫舗併用住宅が州出IJの[0{州~l'f型街路に I市 し

て‘ 22戸あった。同制会;ま‘この街路が商底佳iとして聞けていくことをJ9J1与していたのだ

ろうが、来たしてそうはならず、戦前からしもた屋が多かったという It1iである。

以下に、聞きl&り，湖1"tによって分かった、応舗併用住宅の変巡をみてみることにする.

;1¥6. 問酒会綱島アパートにおける位!Ill!葺宮 -327-



りがしないところはほとんどないという状態であることと‘戦災により多くの方がこのア

パートで焼死したということ、そして何より‘戦前のアパートの状態を担lる居住者が皆無で

あるという理由によって、柳島アパートの建物自体の廃史的‘デザイン的な価値を認める居

住占{まあまりいなかったことほ、当然といえよう。

しかしながら、部分的に焼け残った階段室の手間の鋭位l立、!ぷ!主将の下によってきれいに

みがかれ、保(fされていた。

このため、再開発の際にはこの税住が 「ものJとして保作されているが、まだ合Jil1に眠っ

ている状況である。

同船 二二二二 8・
1=…ー間._.障を笠宅 !a冨置型不明 l 

図 144.庖舗併用住宅の変遷
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6.5.8共用空間の利用
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アパート内は、戦後の払いドげによって各住棟ごとにn'Dp'が分かれるようになったが、

l'九.ti ~;.館は、それぞれJ1! LI に{主Niを阻むように塀や柵がE没 ii'( されている これは. I 

附に(i:む 1， ':'(1'♂ーがお命を/1\し ft ってAiiq したものである ( 'II;~，ïi ;J: . ~l ・ ~1誌による) 。 ま

た、 I ' ~ ・ 3 ワ fiíi には(i:偵を D~むような柵は設((lされていないが . (H4!を取り巻くように

1;\~1 ~主がめくHっている 。

こつした (I，Niの λ!I.'j りの'~~mJ;ま1:1こm築に供されているが、 tj ~ }finの l!Wf(部分には '1' 

itTIり， に，Mして大きな!足1，，1がつくられている。これは l附に (1 む 1， ':'(1 斤が、近隣の許 ~IJ を作

て了人れを しているもので、 rl';(を勝干に生やしておくより、，，([かがmrをもって，(1，倒を礼

る ことによって川崎りの人の 11 をう長 し ませることができる J ということで、 この 1，~(Hfが

れ聞を任せられているのである.また.この居住者はほとんどー11小、この!庇丘l同剖のlド肘i什ト人a話をす

るためにl戸T外にいるので 寸小ミ干滞存 J♂~-一などを追い払うという役古拘刻lリl も J栄iι:たしている b

ギョつずで主主レ

鋼肉.

{
二
号

館
]

二

号

館
]

このように.1，'i ~lfiM lI j 住戸に関しては、時代とともに移り変わり ー しもた隔が常に半数ほ

どあったことが分かる。

次に、もともと住戸であったところがその他に転用されたケース;ま.s号館の l階入口に

ある 「集会所j と.同じり号館の3室が「再開発事務所」になった位である。その他、住宅

だったところを物巡にしているケースが数軒見られた。

6.5.7保存行為

f 

また"月飢では.住戸の外に l池lをつくっている。府{主将に11)1いて凡ると l池をつく

っても誰にも迷惑はかけていない。かえって殺風呆な場所に潤いをうえているので近所に喜

ばれる iということである。これも、前出の「庭園Jと同級に‘ ("1も下をJJJIえない場所を獄

2i初jJt，t止されたもののデザインを尊重して行われる保作行為は、仰向アパートにはほとん

ど凡受けられない。この大きな理由は、やはり戦災である。まず戦災によってほとんどの木

部が焼失してしまったために I保存行為」の対象となるものが仔在しなかった。また、戦

災lこより大きなダメージを受けたRCの外援を含む躯体自体も、1，1.みが;まげしく iiil上階で雨，幅
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極的にnff.をもって管理することで、近隣の合窓を得ることに成功している例だといえよ

っ，

6.5.9ケーススタディ 1: t曽築・復数戸居住によって 3世代居住を実現した例

この'j¥例はJ¥'l改築.iU数戸使HIを繰返し.共用空間である階段室を中心lこ住空間を拡大し

ていき、 ellt代肘伎を実現レておりー柳島アパートに見ることができる典型的な住みこなし

の例である，

この家紋は.父とf;j:が結婚したのを機に、組父の勤め先の交通}，，)の資である f大和祭lに

!別手1120q人以した。(閃 14 7中の住戸A)入居当時は.戦災によりJl只がほとんどなかっ

とので.下作りで徐々に家の中を(tめる状態にしつらえていったゆ窓は、"1"分を板張りと

し.'Ht : 立p.J. 11Il状のガラス を寄せ集めてガラス戸とした。 f史 lìí;立 、 l昭初2~qに使えるように

，なるまで物u'(として使っていて、{出riJiの窓l立板張りであった。便所と洗い物;まJU，;jで、炊'11

:J:Jl:H洗い場からバケツで水を汲んできて、新を使って 仁川となってしまったえ台所と -ft

の(H:分でliい.そこでft'l(も1fわれたυ 四fq半のf他屈が3人の枝市であった .'1":迂slljの:告と柵

のI::jに，士 炊'1(111の1:iiをwんで、そのドには食用の恕や兎をn，;jっていた d

lI{if1l2.1 qになると 「大和'{，iJでほ水洗('.I!所が使えるようになり、この{Iに(i-Gw:の改装をli

I ~ った 改袋では -.'1(.と台所のI::jに1::1仕切jを設け、 一1m"1乞の~j1人を巡り、 r::{ま，~ ' c:政 きと

し‘介所::t!I_{必りとして床下に炊'1¥・暖房mの炭を入れるよ うにした 1.;1叫に窓のJ.JlHも符

え.よ|世lをづ1，;にした。

I ml130Qé q'i になると、 三ftの部屋を3人の!zl~の子供部屋とし、 I'l'人をベッド として使うよ

うに，なった.、可H干の柳，¥，';7パートで;まどこの家庭も戦後ベビーブームで「供の数が多く‘こ

のように仰人を [-Otのベッドとして使うことは一般的であった。

ImIl35{t'になるとー ltl父がjjJI慌して18合に¥11，1るのを機に/、42のi佑以を [-(jt:引l凶としてm
f込し、本側・ 11¥::窓を造り付けた。このH与三位を食。)，;:i:¥とし、いわゆるftll分離がi主1&された

のである.この引は.柳ぬアパート全体でも払い下げの月以が完済し、 行lこJ¥'l'Eをtthめ‘

ftiJ分高官を達成していった時期でもある。

I~{和 41 {t'には、台所と食事室を合わせてDKとし、これにより食事はユカ陛からイス雄に

変わった.この年、1"1じ階段室の二階の一戸(住戸13)を、それまで住んでいた人から総入

している.

1~{fll~3作、子供部屋を{七戸 B に移し、子供達は六位と三 42tを幻宅として使うようになっ

た。しかし、子供述の生活は依然として住戸Aにあり、外から川ってくると必ず住戸へにliIi

を11¥してから(!:J;13に行っていた。つまり、住戸Bはいわゆる rI.lJ ; Iではなく 一つの「供

f['出!;l.1として必殺され.Lt戸AとBを禦ぐ階段宝は半ば家の内部階段として機能していた

のである。また.それまで子供部屋だった住戸Aの六位はそれ以降、父の，1;説や接客の場と

して{史われることになった。

l則和45{ドには、町会事務所として使われていた住戸Bのドの一階の住戸が附築し、それと

共同して住戸Bも六位の和'事をm'Eし.それまでの台所と六位を合わせてaor::1のL[)I<とし

た内造改築された住戸 13は‘ 二人の姉妹が転出した後残った長交の結婚を機l二、新日として

使うようになった.この後すく¥娘夫婦は同じ階段室の隣の住戸Cを買い取って改築し、移

り住んだ。その後住戸Bは住戸Aに住む両観が使うようになり、 LDKのは、母の仕事場、

三畳は物置、六位は答:周寝室となった。

昭和50年、娘夫婦は住戸C を熔築して、 ~g場と洋間の子供部屋を造ったが、当時既に一

階の住戸と三階の住戸がm築していたので、難工事であった。これ以来住戸Aに住む両親も

ここの風呂を使うようになった。

昭和60年には、同じ階段室の三階に住んでいた父の妹が引っ選すのを機に、娘夫婦がこ

の住戸(住戸D)を子供部屋として買い取り、住戸Cでは‘それまでの子供部毘と DKとの

間仕切を外して LDKとして使うようになった。一方、住戸Dでは、i:iい取ってから現在ま

で造改築は行なっておらず、 wtにあった噌築部分の四位を息子が、 六位を娘がそれぞれ使用

するようになった.しかし、台所は殆ど使われておらず、 「供述の生活の中心は依然として

住戸Cにある。この住戸CとDの関係は.約20年前における(J，f-;.¥と Bの関係と非常に似て

いる。ちなみに.この家族では‘{上戸AとDに挟まれたJiilじ階段市の ー附の(_E戸をも買い取

って. 一階から三階までをJ¥'l築して内部階段で繋いで使用 しようという桝怨もあったが、 実

引には雫らなかった。
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図 146ケーススタディ 1の住戸の変遷

[住居の買い足し]

昭和45年1需に子供部且として佳戸日を期入.

昭和48'手.2暗に新居と して住戸Cを購入.

昭和田'1'.3植に子供部Eとして住戸口 を園入.

[運賃当初平面図1 0 (3婚) [住戸Aから住戸Dの並び]

C 

(2陪} d診
‘載
。か

B (2惰)

[現状の家族燭成]

叶

-r
…

6.5.10ケーススタディ 2:上下の住戸を増築部分で結んだ例

X (M' )が交通局に勤めていて、昭和 21年に入居した。入居当時Il焼けたままで畳も

なくカマス(薄いゴザの一種〉の下に新聞紙を蚊いで生活していた。当時Il親子4人で生活

していたが、生活も漸く落ち着いたヒ買である昭和 26年に長女 (F1)が結錯してと七でいっ

た。また、この年、真上の住戸 (5-2 1 3)を購入し、知人!こ貸していて、その後老姉E去

に貸していた。昭和 31年、 F11正、夫 (lvl)と子供 (ml、m2)と共にここへ戻り、それま

で住んでいた両親Il、業平の戸建て住宅に移り住んだ。このころは、ちょうど周りが増築

(白尺~日尺)し出した時期で、この家族も、約4賢を子供部屋として増築してから入居し

た。昭和 35年になり、 1 0尺の増築をしようとしたところ、近隣から績の面|ま合わせと欲

しいと言われたため、結局日尺出すことにした。この時、 2階1;¥自分の所有なので、屋根を

2隠の窓ぎりぎりまで上げ、 2段ベッドを造り、 ここに子供二人が寝ていた。昭和45年に

は、 5-1口3を借りて、子供部屋とし、 2段ベッド1;¥物置となった。昭和5日年 5

2 1 3の借家人がと包て、 1 . 2階を繋いで増築しようとしたところ、 3陪の住人から 緒に

1官築しないかという誘いがあり、結局 i暗から 3階までを共同増築し、 2階を子供部屋とし

た。このときの工事費1;¥、3分の 2を負担した。その後、昭和 54・55年にそnぞれ子供

が独立し、現状|ま、 11渚を茶室、 2階を夫婦夜室と食事室として使用している。

図147ケーススヲディ 2 断面図

6.5.11ケーススヲディ 3:地下に増築した例

昭和 21年に親子7人で入居。 父親 (M')は交通局に勤めていた。中|ま焼けた形跡があ

り、 押し入れ|正造る余裕がなかった。食事|正、7人が70cmくらいの丸いチャフ台でして

いた。また父親の遠縁の女の人が、寄宿していたこともある。父親1;¥、交通局に在局中のあ

け番の自に床下を掘って、日曜土方でコンフリートで地面と笠を固めて地下室を遣っていっ

た。人が余舗で立てる位まで沼ったが、71¥が上がってきたので 1. 3 m m:までに埋め戻し

た。床はすのこを蚊いた上に、うすべりを駁いていた。当時1;¥押入があって、 押入の殺を聞

けると地下室へ下りる階段があった。地下室iまその後長男 (M)の勉強部屋となり、姉達

(F1-F 4)も結婚して次々|こ出ていった。昭和 38 年頃、 2 陪と 3~の住人と合意の上で
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t曽築し、 t骨築部分には母綬 (F')と四女が主主ていた。 また、 三女が結婚したのを機に~If立

地下室から 41'i半の部屋に袋室を移し、嘗わりに父親が地下室に寝るようになった。昭和

Ij 7年にはMが結婚して4号館を借りて入居したが、 2年後に子供ができたのでここへ戻っ

てきた。昭和 50年には風呂を鴻築した。その後父が亡くなり、ここを出て.他人に貸して

いた。その時、何人を取り除きフローリングとし、地下室の入口にふたをした。そして平成

:3年にほm家人が出ていき、現在再び空き家となっている。

図 148.ケーススタディ3 地下室断面
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6.6居住者組織による住環境のコントロール

6.6.1 同潤会の管理

li\~liífの悶出司会の管理人は 5 号館の人口に面した l 階部分に住んでおり . (1戸の隣は「娯

楽五j となっていた。柳ぬアパートでほ戦前の保子を知るi.!H主，v，-ーがほとんどいないため、こ

の'，';'JlI!人の住環境のiilll日に関する役制ほ明礁には分からなかったが、i，iifI:Xの家賃を納める

以外に、水洗便所が25まった際の'J;後処埋をしていたことくらいが.聞き取りによって分か

った科(度である。しかし.('Ht，v，-;;tほとんど娯楽室を利fllしていなかっということから.rr
.Pgについてはかなり 厳しかっえものと思われる。この点で;ま他のj.iJ il~会アパートと 1，，11.主であ

る，

またー戦 1~í1，i}(主イ号の'1' に;;t .家政が拡大して結果的に 3 つの (i:!; に分かれて住んでいたと

ころもあり 、 j.iJ n官会がi災 ( ì ，v，をff.' 1.:的に空部屋に斡D<i した ことが(，;Jえる 。 これ e立 、 (~n山で

も11われていたことであ り、1，;Jil'/J会による{王戸の貸付が、かなり采'I!l:に11'われていたことが

分かる

)j 戦 lìíi にできた 1 1~{f日会 ! という居住者の自治組織の民請を交けて、:1 ~; ftl¥のI判。IIJに

本ii:i集会所lをつくったり .，=j ;}flHとり号館の問に r 9~1'j'(公|七l をぬi;'iしたことからも

J.;J初会の(i:!Qt，克終符の(Eり)jが、必ずしも杓子定規ではなく、i，'HI:，v，-のニーズに柔軟に主Hむ

しつつ.環境のOi計を行っていたことが分かる。

こうした柔軟な住民抗運営ができた汗景には、 I地f-tきlの行JlI!Xであるj.iJil目会l段ilと.

I，';fI:，v，のニーズを代弁する組織 1Imll2:; Iがあってはじめて 11)能となったのである s

6.6.2昭和会

柳島アパー トの戦前!の白治会である 「昭和会」は、アパートのiJl，没とI"JII.1に組織され. 上

述の係に.同澗会に働きかけて f木造集会所J r児童公開lをつくらせて白 、る。つまり. lji 

なる税l注団体でほなく、居住者のニーズをまとめ上げて.それをむ・JlJ!-ðに~約していくため

の組織としての役割をもっていたことが分かる。これは.代む山の 「鋭隣会j と同阪の役割

であったといえよう。また 、 I~{有1会は lj\なる自治会ではな〈‘ l町内会|としての役押lを恒

い.既存の 「償1115TrJ町会Iとは日IJに組織されていた。

6.6.3横IIJ5丁目北部町会

戦!jijに組織されていた rl昭和会lは、戦災で居住者が入れ伴わるのとJ，.JlI.'iiこなくなった。

戦後ようやく町内会が認められるようになり、昭和 25年に.tiIi.川.3IIi 地1"-を北部とI哲郎

に分けて、柳品アパー トのみで北部町会を結成した。現(E倣川iiTR地Fくにほ、これ以外に
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侃営アパート地区が東部町会、書官営高層アパート地区が陪町会として主主立し、績川 5丁目全

体で4つの町会がある。活動の』題点;ま6号館 l階の町会集会室であり、ここはアパート居住

♂のいろいろなレベルでのコミュニケーションの場となっている。

北部町会の年中行事としては、新年親睦会(於‘集会室。財人部が料埋.観和会が偏引を

判勺) .防災訓練、お祭り、交通安全週間におけるf警察・消防への協力‘年末の夜空5などが

あるω その活動内容としてほ、行政の末端を担った活動であるが、各(主む~の部長(階段'主ご

とに役LlをI:Uして、 !u草で選ぶ)がー町会役員として参加しており<'1F}館を除く各Mの維

1.'i'i，'J'I!で アパート全体に彩符をうえる問題はここで協議される.

また、町会t~1ま.中 i泊りの下水管がおまり町会負担で工事した昭和 G Olf-までは‘ 1 !I:戸

'liたり 1[) 01'1どったが、それ以降 300円となっている。同庁築liIT!占に応じた迷惑料

(1，; UI'I/坪)ゃれ市場の代金 (9U 0 0円、駐車場以外で'Iiを l泊させる場合には l晩

につき，;() 01'1)も町会伐と1，;1時に集めている。町会費は、 qき家のt訂作者も払わなければ

心らない

ニの11/1会のド部組織としては、 r-t人会J r子供会1 rM人会 1 創平11会lなどがある。

柳山アパートのそ人会;ま .0; Jil-t人会「償川寿会Jという名前で、会11i'i格はり口才以

l で、 JJ に ~I"IHIJ 会の集会宅でお茶飲み会をしている。年Ij'li'F としては、 1月にヰL在一辿m
・!l世!大と{ikiJのiE見、 1 () rJに秋のI日時旅行等があり.またクリーンキャンぺーンと称して

l町内外の，'，'1むしり l，lj"~，:.などのiI会本仕活動も行う。また . イE 人会で;ょ ! 1，1，起き会 lあるい

;士。 お茶飲み会lとFf'して、 1ftJj?ii 1、3. -1fJJ!li!f1の :11"1. ffl};大TI'にお参りして、お

ぷを飲む会が 10 lfくらl市tL、ている、市ilの(j時に集合して、アパートから少いて錦糸町か

らf色I'ÀÞI'へ行き‘そこで 4休みして、 8 時に町会の集会京に以っておぶを飲む。 1I \ll~ -X'な

ほとんど年配の財人で. 22. :l名が参加している，以前は lり飢の人が多かったが、今;ま

I :;-t!nの人ががJ8人で-Ifi多く. 2乃官nの人は約6入、あとは l、五、 tij:}ft(iから:(';rf，参

IJIIし、'1:;-ttfiの人は参加していない。

f供会;立、柳品アパート白}住者の干c)':で、小学校(ほとんどは柳品小γ校)に巡っている

「供で椛IJ~ される。 lf' Ij'行事として:;1. . ;:;月にすみだまつりに参加1. I Jlに以休みラジオ体

操(於、くるみ公開Il . 8月にi1!合子供会ラジオ体役(於.柳jゐ小学校校庭)、i1b合子供会

l.~ltn り.どじょうっかみ大会(於、柳砧小学校プール) . 11 FIに鋭子逆行会運動会(於、

柳島小学校) . 1 2月にクリスマス会等があり 、その他毎月第4日曜日に、社会構仕祈動と

して、公闘のω除をしている。子供の父兄の集まりである「保道省会 (Ti1i~Kの会) Jの活

動も盛んである。しかし、子供会のメンバーは、昭和 30年代の一揖多い時でti0人ほどい

た可lもあったが‘平成2年には 16人、ギ/J'<3年では ff人、‘ド1&4年では9人と、 fドを迫

うごとに少なくなっている。

また、 ~å人会では、町会の年中行事には必ず、集会主のキ γチンで手料F~を件る、町会の

\'I: (lU'i'(~'J(バEである， ¥I!_段の't活においてもつき合いは活発になされ、アパート居住者の冠

婚葬祭11干にもこまごまとした径はJJを惜しまない人が多い。

観1'11会とは、国[会 ~r {f f'自の名称であるが.元々、柳島アパート内の有志の集まりで、 I~líll

三:l年，1nのポーリング大会を皮切りに.卓球大会、花見.釣り大会等を過して.アパート

住民の鋭践をJ十る悶体であった。現任もそうした活動を続けつつ、史に田l会への協}Jとし

て.新年会の福引.年末特lJll~成の町内パトロール等を行っている。昭和 G 3年段階で会員

;まG人.平成3年段階で f1人となっている。また、柳白白アパート再開発の発包者的存在で

あり、再開発広報誌の「ゃなぎしま」の制作を実質的に狗当している.

このように‘柳島アパートの町会は、全体的な住環境のili'f.I;に|刻しては.ほとんど段低限

のことしか行っていない。ただ. f明和 30年題の初期に矧築に関する組吊11(ri可述)を行った

だけであるが、それもほとんど守られていなかった。その代り、各{主陳ごとに住環rJiを運営

していく、緩やかな仕組が存(Eしている。またその住棟内では谷断段主のIjJで以下のような

コミュニティ活動が盛んであった。

まず.アパート内には 「コスモス会Jという.同じ年代の「供をI.'iつ1"lllt代の除草lたちの

!tまりで、老人会にはまだ早'， 1人i主の集まりである。 昔は「供も討~， J ，いて、 子供会も活発に

やっていたが、 子供が大きくなって外に出る機会もないので‘ f供会の延長としてお茶飲み

でもしようということで lろ人ほどで結成されたが、卸jめに11¥ている人も多く、現(F.は 9人

でi，~' f}J している 。 JJ に 11"1. 以後の 11凶日の晩にお茶飲み会をする ，Jiij;主H1r会の集会所を使

っていたが‘今は喫茶山 (イトJJj泊り治いの「キャビン 1)でやっている 会代『まnに

1， () () 01'1で‘旅行に行くこともあり、平成3年には伊 l，}に1，'った 、また、外で食事をし

とり .シゴウ(，J/本日1:()をよ~.:こ 1 iったりしたこともある。

ま之、断t")常ごとの集まりも(;~んに行われている。柳.(，~アパートのコミュニティの品小Iji

(，'(:工附役引である ωlìíjj主のように、昨日企主単位で役!~をiJ<め (ほとんどがt.'iち和l りである

刀¥)、田[会的の徴以などの町会活動のよ端を但っている。また、 1 . ~・ 3 ~ ;-ft(;:立、階段本

Iji_(，'_，:で11物のWJlI!をliっていて、この小さなまとまりが実質的に，ま柳品アパートの!I一環境に

大きJ山形符をワえていると巧えられる。

t，'i'j¥¥1圭すぐに入Lりした rm1 fft代lの人達は.互いに iがり込んだり 余りものを分け行

ったりと、税街な近所付き~いが多かったようだが、 r;n21!t代|の人，まそこまで観桜な付

き{iいはレていないようである。しかし、同世代で、日{上限のi土い人が多い階段右で司、以

卜のような籾街な付き~いが凡られ ‘ ヒアリング"周作では以トのような附段可， Ijl(，):のコミュ

ニケーシ ョンが1mかれた，

1. 2午に 11"11"i'う食事会の悩み立てを階段室を過してわう

-年に l 回 .M;1で大紛除をやり.その後その年の軒l艮 mr段本の郎以) の~<で jf，;1をと

る。

.1昨年i止まった家で新年会を行う凶しかし単身者の人は来ない。

このように階段宅ごとに.それぞれの集団のやり方でコミュニケーションを凶っているよ

うすが何われた。

こうした、身近な!日(，i.でのコミュニケーションが、次に不すようなー!I:!JIiごと.あるいは

附段五ごとの!I・環境の緩やかなコントロールを生み出す母体となっていることが草山ーであ

る。
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6.6.4階段室・住棟ごとの住環境のコントロール

l二iAのように‘柳島アパートで;立、階段室ごとのコミュニティ活動が盛んであり.これ

が‘柳，\~アパートの住環境運営にとって大きな役割lを果たしている。

1. 2. 3号館では. 1附がヰ'j辺り侭lの空間、 2階がバルコニ一、 3階が屋上を使iflして

よいという Uìl然的!の取り決めがある。これは、明文化されておらず、~(~もが知っている訳で

;まない。m改築をiTう際には、 hl低限 t下左右の住戸にのみ許nIをもらったところもあれ

l工、 fl:l!I!i付の令{主戸に;tt百Iをもらったところもある。こうした‘明文化された規則がないま

ま、それぞれm築していった結果.このような暗黙の取り決めが浮かび上がってきたのであ

る叫

主た、五、()~- j白1では、それぞれ日IJ に住!ìi1.tQの運営が行われている。 ;) i~.館ではl昭和150

q代にひどいI'M掛りのために以仁の納修工'sを行ったが、 hlJ:iこi円いである盆栽などが雨漏

りのjJ;f[刈のーつであるということで、 L'I '以降は物はí;~けない取り決めになった。 しかし.

以 lìíih~ 1 に行を ii'l いていた人のほとんど;立、再開発の話が 111た後、どうせ取り I~ されるから

と、11Iび物をiiqき始めた，また. 1;: }fti\については、 ほとんど fiH~、体の合立による f ì:炭焼の

if。寸:11，われていない。

以|のil:l!liは. )，~本的に j七 1 ，，1 日i イ[の II物であり、その迎1;:; も、階段引をI)i.f ，'I: とした Ll 常 F主

川のf.t き f7 いの純UMの延 1~ 1-.にあることが重要な点である ω つまり M~:こしろ 、 全き地の

他 111 にしろ、 [1 常的な近所付き合いの会話の中で、合なI~IA:がなされているのである

1 :;ftllについては、やや特殊である ，ここは賃貸住宅であるため、他のfi:隙!こ比べて'[i'FI!

;土比較的よくれわれている。また.1;';fl6'Iこ子育て中の世俗が多いため.j虫['Jのコミュニテ

イを形成しており、共[，;1で中!庄で子供IHのプールを出したりー anアパートであるにもかか

わらず. I，'HJ:-Xでお令をUJし合ってiI転車小屋を設おしている こうしたこと，まー般の賃貸

アパートではあまり凡かけることができない飢の住環境巡何の /1: り )j であり 、 at~アパート

でも 11 Ut'c!に住t>:!境をコントロールできる仕組みが、臼然にでき iがっていることは市却

なことである。
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6.7まとめ/柳島アパートにおける経年的住環境運営

柳島アパートi;;t， ~災前から不良住宅地区として有名であった地区のそばに、震災区画受

理と連動して建設された。柳島アパートの建設が、不良住宅地Ilにおける改1Y{:の目的をもっ

て建設されたことは.他の下町に立地するアパート(消砂i湿り、*町.上野下、中之郷、三

ノ輪など)と同阪に‘震災前にすでに不良住宅地区として布名であったところのごく近所に

アパートを建設していることから殿前'1できる。さらに、柳品アパートの近くには‘東京帝大

セツルメントがアパートの建設より先に設置されており、アパートの居住占の生活(特に子

供)ともii';j)iな関係があったことも今回の調査によってゆlらかとなった。

さて.戦前におけるアパートの{上原境の運営は、公にはH潤会による、多人数世椛居住者

の分米による複数{上戸の貸出にみられるように、居住者のニーズに合わせた対応がなされて

いたことは.他の'1'例と1"11主であるが、柳島の場合、 I凶1'112年に!万fi，-li'ーが入府するのと同時

に、 l 川l附可附ifl和[日l会」 という臼治剖組l織が結IJ成J戊tされ、 2続f見lH隆圭的なf活ii3卸動U泊jを7悦1んでいた"1附附町附i手和11会では、 昭F有和I口l 

1 Il{廿1'1見3

に プランコや#前}りf介?などのある児h主Z公尉を‘同潤会に3要E3諭iしてつ〈らせたということが今

[;ti凶リのニ謝問資によつてI明列らかとなつた。こうしてみると.戦前の柳ぬアパートの住民境運営i:J:.

I，';ft，v，と!日Irt司会.あるいは院fI:';雪組織と同潤会という対応関係の小で ;~Q: lrr上宅地となって

いたrft分lこ.共同で新たな機能を附加していったことが大きな特徴となっている。

柳ぬアパートi立、空襲により全焼してしまい‘戦前からの居住者がほとんど人れ醤わった

状態で、 1. 2、3号館は一般向の賃貸住宅、 4号館は近くに 工場をもっ製薬会社の社宅と

なり、 5.6号館iま近くに営業所をもっ.部首屯車の然となった。

しかしその後すぐにアパートが土地建物ごと居住者に分譲されるのだが、柳μアパートの

場合、敷地が比較的小規悦でまとまっていることにより、土地は .'ft)Hiとなり、 ill物に関

しては、住練ごとに分波され、居住者の共同所有となった。また、 4号館だけはそのまま製

薬会社が-t.!iで ï~ い取って‘そのまま社宅、 後に一般向の賃貸住宅として経営したために.

ここでは一切のm築が行なわれていない。こうした柳ぬにおける土地の分譲形態は、本研究

の{也の事例と比べて、他の事例が一つのアパー ト敷地をいくつかのブロックに分けて分譲し

ているケースが多いのに対して、特徴的である。

こうして払い下げられた住僚には、居住者から盛んに定住のための住環境形成行為として

の、t曽築、複数戸所干Iなどが働きかけられたが.こうした行為に対して.町会組織全体とし

ては . いくつかのJ\')~に関する続定を設けるだけであったが.結局これは守られず、各住僚

の実情にあわせた~IJの暗黙の了解によって‘上国築は行なわれていったのである。 f!'ilえば、応

出Wr丹H主棟では、 IIl1'iは浪曲11の空地に.2階はベランダ部分に. 3階;立以 I-..f%分にそれぞれ

問築、あるいは.1..!j.則的に{史則しでもよいという不文律が自然に形成されていた。

このように、柳向アパートの住環境運営の特徴は、あらゆる而での住環境運営のための

ルールが日常的な話し合いのレベルで処理されていることである。
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第7章: 同潤会清砂通りアパートにおける経年的住環境運営
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7.1本研究における同潤会清砂通りアパートの位置付け 図 149.調査住戸(インタビュー及び実測を行ったところ)

7.1.1清砂通りアパートの位置付け

」
「
|
|
J

i，'l砂j湿りアパートは、問問会のアパートメント事業のなかで最大規僚の住戸数を誇る。敷

地I(iI削で品大規伎を誇っている代宮山アパートの住戸数約 330のほぼ2倍近くの住戸数が

ある。消砂i泊りアパートで特徴的なのは、敷地が大きく 4つのブロックに分かれており、そ

のあいだに民イI地や学校などがあることである。従って、長期rHJ、人間がそこで居住してい

く中で、作プロ ックごとの特徴が出てくるところがあり.この点が本研究のほかの事例と大

きく 'fl，なっている点である.

また 、代1"':1 11. 例品、猿ìC と いったほかの~J~例が、そのアパートごとに典暫的な数同額の

fl:) ;プラ ンをもって設計されているのに対し、がf砂i辺りの場合は.後に述べるように多陀多

岐なfi:J;プランを裂している。これにより、多隊な住戸プランの存在を前t:tとした住環境の

i!J!111がどのようなものであるかを見ることができるのである。

， tl~ i')'Jfill は以ドのとおりである。 1

・アパート1，I，i!:，v，.へのインタ ビュー調査および内部;r;:iJIIJ調倉

. !'iくからfl:む居住者連による原談会

- 外郎~ n:Jマップ湖佼および屋上マップ調査

!!-体的な訓:i'i'11位は.以 ドのi泊り である。

‘|ιIJx. 7 q. 3 JJ 1 9 U ~ 2 1目 。内fffi実ilt'J、イ ンタビュー

平成 7年 9月 18 臼 ~3 0 臼 ・イ ンタ ビュ一、 内自112E問実洲、外郎空間マ ップ

平1&7年 10 月 1 1 日 : 居住者イ ンタ ビュ一、内部空間I~測

平成 7年 J0月2;)日 ー外部空間マ ップ

平成 7年 1J月21目、22日 .外部空間マップ、屋上マップ

平成 7年 12月 J;)日 :居住省イ ンタ ビュー

平成 7年 12月 2li日 .居住者インタ ビュー

且~一一且担呈

7.1.2調査傑要

g 

ロ
ト』

o -
l 本調査l立、東京大学l.l!築学科高筒研究室(金平真理子)‘長1事研究室(前田邦紀、配J聞大筒).東京

理科大学建築学科伊語研究室(加藤純、広瀬侃.中沢えり、 ほか)‘日本女子大学高橋研究室(小寺
奈緒子、地凶直子)のメンバーとの共同で行われた.

ロ
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7.2清砂通アパート前史

7.2.1 深川区東大工町地区

消砂i湿りアパートが建設される深川区東大工町一帯は、もともと江戸の初期ごろには「海

辺新聞lと呼ばれる哩立地であった。アパー トの敷地を東西に流れる小名木川の開問rJの際、

船付きの港町ができて、1 7世紀後半には、 「海辺町j 、 f海辺新町j 、あるいは船大工が

多いことから「海辺大工町Jと呼ばれていた。 2

その後明治4年には、これらの一部が f東大工町Jとなった。これが後に清砂通りアパー

トが建設される当初「東大工町TアパートJと林していた名林に冠せられるのである。すなわ

ち.米大1:町アパートの「大工j とは、もともと 「船大工Jのことであったのだ。そのほ

か‘問問には、周幡、元加賀町という町名があり、後にl凶*大iE1災の復興小学校と復興郎市

公|却に 1.ii:IJnn小γー校J r元加賀公民11 という名前が付けられているのはこのためである。

さて、明治後半になると.この一帯は小名木川や.アパート敷地の東側に南北に流れる大

航川の木辺もあって、て場の立地が盛んになるとともに、工場のHlJ‘工場労働者のIUTとして

栄えていった。

IYI汗H 2'ドの地図を見ると.アパートの立地する周辺には川治い;二工期が立地しており、

rJi街地がj飢えされつつあることが分かる。

図 150.明治 42年の周辺図 (1/5000)

u..~tl市3・ー1IIIiIu.;:A・

大正 10年寄iになると、さらに工業化、宅地化は進み.それまで潔め池のようになってい

た部分にも宅地化が進んでいったことが分かる.この頃すでに、東大工町は、大正 10年の

点京市社会局の剥査によると、84世帯、360人 (1ul:帯当たり 4. 3人)の 「細民Jが

居住しており、周辺にも不良住宅地が多かった。 3

2. 1986、朝日新聞社会部、 r東京地名考上』、 PP.2ω.2!刷、朝日新聞社

3. 1921.東京市社会局、 『東京市内の細民に関する調査J. PP.19 
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大正 12 年の関東大波災により 、 この敷地一帯も大きなダメージを受け、帝都復興Iß:函~

l!H1~業の第五 6 地区に t!1定された。 この土地区画整理事業とともに消砂iJIiりアパートは:; J田

に分かれて建設されたわけであるが.アパートの大きな特徴である 「街路明lを棉成する大

きな~~である主要街路 . つまり ‘ 三ツ目通りや清 l沙通り(刻化rN洲橋通り 1と仰ばれてい

る)のほか、南北にが鍛の 11のように紺l街路が走るという住Iii('，I"Jりになったのである。

|昭和 7 年、上地区間悦里IIの完成にともない、 t荒川区京大工 IlI f 、 'l!~i ~i町 、 疋 }Jn i"! all 、 扇情田J

の各 .[J協をあわせて、深川区白川町が誕生した。また、:政地の~tûlrl を*州に，1:る復興道路

fit'f(:沙通り lが完成したことを受けて、アパートはm砂i湿りアパートと名称交史されたので

ある，

図 152.昭和 12年の周辺図 (1/5000)

宣1 二「二組巴巴I~

菌性J
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11，ー」
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7.2.2 震災復興区画整理事業との関係

i)!j砂通アパートのrn地i'i収は大正14年9月16日、 (妹)大日本紛紛より 5472.7 J'~が ri収され

た。ただし‘このi'i収地はlfi災復興区画整理事業の胞行，iijの|日米のt(削に)，Cづくもので.実

際にill，没がrrわれたのは換地後の敷地である。f占liJ;j辺アパートのl.ll，没された東京市深川区一

4. it'i砂通りは、 [1，'1沼田fJと「砂田fJを結ぶ道路であることから名付けられたと忠われる.
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有?は、関東大震災のi!{災復興区画整理事業範行地区に属していたため、このアパートのプラ

ンニングは震災復興区画整理事業の進行と密接な関係の中で行われた。

同潤会がこのアパートメントの計画若手当時に取得した用地は、区画整理路行前の区画

にJlづくものであった。 そのため、民地の位置は決定していたものの、その位置に道路が通

っていたり住宅が存在していたりする部分では建設を行うことができなかった。

そこで、購入用地が換地後の用地と一致する部分で、かつ幅員が最も大きい道路が交差

するill地を中心として 「第llijl工事J (1、2号館)が行われた(昭和2年6月) 01号館の角の

ファサードは円筒形を用いたシンボリァ クなデザインだが、これは区画整理 ・ひいては復興

F~の進行のためにも拠点的な役割jを担わせたものと思われる。

こうした、 II設後期と、帝都復興事業に閲する考察については真野論文に詳しいo 57 

パートのll，没は.区画笠壊の換地liii後で建設用地が一致する部分、および周辺道路の純白の

!ムいところから順次建設が進められ、 区画整理事業の進妙に合わせて5期 (昭和4年5J1)にわ

たりII投が行われた(F図)。

山災復夙!t<)IU~在1lI!と IJi砂i湿りアパー トの建設工)ijJの関係6
一一「一一一l一 一一

J_ ，~~:ー~-

'.'y' ‘ 

I ~ヒ}五行ペダY

llJJ乙 ij 言どグ_::::-・

l!l 1 )gr[')~: 1、 2号宮11

l!l3)ijJ: "、 7. 8号館

第 2)9J工事 :6、9、 1 0、 1 "、

耳14)ijJ : 3、4号館(推測)

1 6月館

m5)羽・ 11. 1 2、 1 :3、 1 -1号館(推測)

5良野洋介、 '[i'iU司会アパートメントのプロトタイプの研'先~維多な視点からの考察-1.早稲田大学
埋工学部ill築学科卒業論文、!日例年
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7.3計画の観要

-所在

・，{}工年

江東区白河3丁目4{号、三好4丁目l番、他(深川区東大工町48)

大正15年4月(第1)明)

. ，主 E時三

大正15年12月(第2期)

昭和2il'4月(第3則)

昭和3年7F1(第4期)

l昭和3lt'811 (第5)明)

l昭和2年3Jl (第1)ijj) 

l昭fl:12年 12月(第2期)

昭和3fi'91-J (第3Wj)

l~l fl:l4年3月(l!l 4 ・ 5)羽)

. ~封桟 敷地l前打i 約45581'P.、 II坪数.約1732坪.延I千数

・胞設慨~ RC造4附IIて3棟、 3階建て13傑

約59271"1'

-住戸数 663戸(うち l世帯10)486戸、庖制|向35戸、独身["11351人その他4戸)

7.3.1敷地・街路計画

irtH沙i邑アパートi立、 4つのブロ yクに分かれた計4557.54仰の:般地1こ161l1!.663戸7の{主戸お

よび各回公共胞設が計凶Iされ、同閥会アパートメントの中でも以大の規模をもっている。

71tH沙通アパートの配ii'tにおける品大の特徴は、グリッド状の世j[{の'1'に、 4ブロックに分

散していることである。 Il{{和2年に古かれた清砂通アパートの~2üit凶には、これら4プロ y ク

に 「凶J (J ~4 号l!Hl、 「中J (5~10 号館). r南J (11~14:}(!iD. '*1 (15. 16号

館)と名前が付けられているo (図 1;;3) 

まず、 i、2. 3、4号館の4僚からなる「西ブロック」はi/t洲柄通り と三ツ目通りとい

うこつの幹線道路が交わる角地であり、 l 号館のファサードは.信~.ffli復興を象徴するかのよ

うな堂々としたものである o (図 154) また、主主E街路に而する l‘3:}(!I自の i階部分は

全て庖舗併用住練となっており、上部の住居へは街路とは反責JslI)の階段寝からアクセスする

ようになっている。柳品や'1'/郷の庖舗併用住転~の上階部分の住民ーに、街路から直後階段宝

へ入ってアクセスすることと比べると.かなり 、街路と住棟との一体感を演出しようとして

いる設計であることが分かる。

6. ):(野洋介、 f[日]潤会アパー トメントのプロトタイプの研究~雑多な視点からの考祭-1‘早稲田大学
理工学部建築学科卒業請文、 1994年

7 うち世帯向け486戸.底舗l向:t35戸、主主身向け135戸、その他4戸

第 7章 同潤会清砂通りアパートにおける住環境運宮 346-



次に、 「中Jプロックは.=;号館から 10号館までの 6練からなるプロックで、 4プロッ

ク中品大の大きさである。北側に東西に走る清洲橋通りから南側に引き込まれた区画街路を

扶んで.アパートどうしが向かい合う形となっているが、 I青洲橋通りに面する 5、7号館の

11併は、 1. 3号館と同じように 1階が底舗併用住宅となっている。

I1帽プロックJは、 11から 14号館の4棟によって成り立ち、まとまった正方形に近い

奴地の'11に南北に私道を通している。全て住居専用の住棟からJiJeり立っている，

IJ+[プロックJ，立、 1 ;)、 1 6号館の 2棟から成り立ち、敷地はL字J裂をしている。両住

倣は全く laJじプランであり、それらをほぼ直角に回転させ、街路の角地に適応させている。

これは.1日Jn司会が明らかに住戸の南面という環境より‘住fJIiの街路との一体性を箆視してい

たことの丘誕にほかならない。

図 153清砂通りアパートのブロックの配置

|lAてj
西

図 154.1号館のファサード

また.各プロックのnaにはまったく普通の住宅 ・商lli・公闘・小学校等が入り込んでい

る。 このうち‘元加 ~'t小学校と、疋加賀公閣は.帝都復興事業によってできたものであり、

佐野利r.~が1~1唱していた、学校と公闘を一体にすることによって防災的な償能を高めるとい

うことを実現しているが、現在では残念ながら両者の間にフェンスが設ii2され、当初の目的

を全うすることは不可能となっている。

次に谷街区の作り方であるが、前面道路のスケールに対応した細かなデザインがなされて

いる.

第 7量 同潤会清砂通りアパートにおける住環境運宮 一-347-

例えば.I百洲橋通りや三ツ目通りといった幹線道路に面している方向は閉じており、面的

な77サードを織成している。特に清洲橋通りと三ツ目通りとが交差するl号館の角は、ロー

マ様式の影響を思わせるシンボリックなロトンダをiZ(き、 t背砂通アパートの I顔j となって

いる。 l際部分には庖舗を置き、各{主戸へのアプローチは辺へ回った中庭に面している (1.

3. 5、7号館)。

幹線道路から引き込まれた区画街路に面した住棟では、基本的に街路に而して共向井戸の

あるliij/怠を配した構成になっている。しかし、アブローチは必ずしも前!妊に閲しているわけ

ではなく、街路の特徴に合わせた配置をしている (6. 11 ~寺町1) 。

作fJIiのファサードは表裏を強〈意識したデザインとなっており.街路からの見えがかりが

細かくデザインされている。反対に街路から見えないファサードl立、ダストシュートや配管

がむき出しになった 「必j になっている.

7.3.2住棟配置計画

IIIjJJjのとおり 、汗i砂i泊りアパートの住棟計画は、街路との|品!係十lをlfl1Q.倒しており、住fJIi

の1(1)する街路の性憾に合わせて(J:fJIi計尚が綿密かつ厳怖に行われているのが‘大きな特徴と

なっている。このmで[止(上棟を、主要街路に面するU:fJIiと.そうでないに(i:械の大きく こ

っ:二分けながら、それらのタイ プごとの住棟配白計画日の特徴を，読み取ることにする。

(1 )幹線道路に凶lする(JfJIi(1‘:3、.=;. 7月(t!I)

幹線道路に節する(1:1曜の共通JJiは、道路剖IJの I隣部分が間舗になっている点である.この

ため街路に対して前!立をとっていない。また、同じ(i:陳の'11でも、 J[I;舗のある郎分のみ4陪

illてとなっており、住宅のみの郎分については3階illてとなっているn

第 7宜 向調会溝砂通リアパートにおける住環境運営 -)48-



. 1号館・ 2つの幹線道路の角地に位置する l号館はL字型の住棟の角部分がRiこなって

おり.その l階部分がピロティになっている。屋上にはロトンダがあり、その上に立つ避雷

針に至るまでデザインされている。また、 l号館には共用路設として食堂(1階) ・医療室

( 2際)があった。4階部分には階段室に面して組身室が配されていた。

-，コこr

・;)~;-ffl¥: 1 際;立'*依向 0:戸 と、 ~tßlIJの.l::~道路沿いにはJt'_i舗が配されていた。 2 階より

1-.:1. '1'臣1:ド明の独身前となっており 、 i階の家悠|向住戸;ま街路からl白銭アブローチでき.

'1'1廷に r(liする fìlfrからは勝手口でUl入りできるようになっていた。 狙:身~へのアプローチ

::J:.見!OIIJにJI，j.;Jの階段貨があってここからのみのアクセスとなっていた。11j邸側のみが4陪

isてとなっており. :J~特!tt上にはパーゴラ等がi12iEされて、 広 i二庭樹風のデザインになって

いた時

l三主 I
I~了一[

個云m

. :3. 7号館 3号館. 7号館はともに4階建ての街路側のJh舗付きの住棟と坂田IJの3階

建ての住僚を階段宝でつなぐ構成になっている。階段室の l際部分Tまアーチの十fいた通路と

なっている，この両号館がともに最後の第五J9j工事でiiIi設されたこと を巧えると、街路に対

するfj倣桃成の新 しい試みとして l号館とも 5号館とも良なった，irl!lJiであると考えられる。

(2) Ul!街路に1mさない{主棟(七記以外)

このタイプの住棟は全て住居oJH!lとなっており、 Jd富fJやJUlln主J止;主人っていないのがまず

機能上の特徴となっている。 また、住棟の配信では、 )，1;.4<(1'"に桂n;~ i こ対してがj )j'j;をも作品時成

となっている ω ただし、 I 2 :}fii:は街路に対して両方の1's11jしか1Mしていないので例外的と

いえよう d

…宇
一

一F
-

図
了」

J

↓-
;

また、 13i:j館も、北slIJの街路と西側の私道に商してそれぞれ際段宅を中心としたfi:戸総

IAによって、変形レたタイプとなっているので、これも例外的といえよう。

図 157.3号館 1階平函図 (1/500) 図 160.13号館 1階平菌図 (1/500)

住棟規模が大きい 6号館と 11号館は中庭を囲むように住llI!が配置されているが、 6号館

は主に中庭世Ijから際段宝にアプローチする織成をとっているのに対し. 11:-;館では街路側

から直接階段室にアプローチする構成をとっていることが異なっている。つまり、同閥会の

設計は、同じ中庭でもそれが常に居住者のコミュニケーションやIH会いの場として設計され

ているのではなく 、街路からどのように見えるかに重きがi泣かれていることが分かるのであ

る。また. 6号館の北の部分のウイングは、中庭仰lからのアプローチではなく 街路側から

のアプローチであり.上述の抗EiJl'lを裏付けている。

第 7量 同潤金清砂通りアパートにおける住環境運宣 一-349-
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4.8(=9). 10、 1 1. 1 3、 14、 1;; (= 16) 号館では、街路に而した小さ

い縦僚の'i'ほから各階段'Ilにアブローチするようになっている。つまり .街路に面した中庭

側が去になっているのである。

一一一第 7童 向潤会清砂通りアパートにおける住環境運宮 -351-

図 163.2号館 1緒平面図 (1/500)

図 164.4号館 11培平函図 (1/500)

j主主主主全て議て
苔毒一望→動~~
し I I : _ _ J 

Lー ーJ・"

図 165.8、9号館 1階平面図 (1/500)
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7.3.3住戸平面計画

図 167.14号館 1階平面図 (1/500)

一三一塁11t日間賞百
図 168.15. 6号館 1階平面図 (1/500)

実主直空ろ
よi「:f d t 伊予

1，'lil司会アパートメントぽIt一戸タイプが多いことで却lられているが、 rJl砂i且アパートはその

'1'でも以大の縦模であることと、|百lじItllli形式をもっ(i:械が少なげので、 JI'li';に保々なl主戸

タイプを合んでいる。

li:Ji‘ドI削l立、 l家政J"IIj 独身X'J"JJ fr，t;;¥tfiri'Jjの:i!ilHこ大))IJできる。

まず、 米 !iH"Jは‘[， 'Jil'~会の基本的な設r1 1 万針として 、 台所とトイレに川市が Z 五また;立、1

'.j(という桝成であり 、81'(，6位 、 4.5位 、 y.'!を組み合わせた 2j~~ タイプがhlも多い。 家族向の

I i:!'の川取 i;J:.反転や~mlJの窓の有無を考慮しないと . 22聞のプランがNnするa またわ

ずかながら、 61'ド3{'い21';:.6佳+4.5位+31}といった3室タイプも存在している凶同じ広さの部

hlの組み合わせであっても、玄関や収納の位位、 部屋のði: ~1のi韮いにより、多くのヴァリ

エーションが{f{J.している。

次に独身者同Ht戸では611‘45{{と峨々な広さがそろっている。いずれも. 1回しか使わ

れていないような設計のタイプが多く 、全部で 19釘iのプランがある，

1，1;納向住械は.前述のように し 3、;:;. 7号館の主要街路に閉した l防部分に設けられ

ている。ここで、柳尚や絞iIと異なる点は、まず1;5舗部分の而ftiが非常に大きいことであ

る。 ;:;~;-fiñの 11一戸には居室 2 宅とトイレ ・ 台所が付き1.5舗併用 I ! 宅として設計されている

が、他の巧町1に|対しては、基本的にそこで居住:するようなプランにはなっていない。比較的

大きな物L((が出品目の寝I)tiJに附属しているだけである。したがって、それらはI古舗併!Hll戸と

はいいがたく、おそらく通いの人によって庖舗が営業されていたものと忠われる。 民自~fil"J{主

Jゴのプランは各乃館によって見なり、全部で 9lillm存在する。底舗向住戸でも米族J"lI主戸と

lI!7量 同潤会清砂通りアパートにおける住環境運宮 -353-

同係、住僚の端部の設計がそれ以外とわずかに異なっていたりするためにプランの種顛が士宮

加しているのである。

住戸の配列も、各住棟ごとに保々である。しかし4号館と 11~14 号館は.同ーの住戸配列

を反転したりつなぎ合わせたりすることによって作られている。8号館と9号館、 15号館と16

号館は、全く同ーのプランニングである。

以 Icのように、消砂i湿りアパートの住戸平面は非常に符nl1が多いことが大きな特徴であ

るa

7.3.4施設計画

出砂i必の1七|υl胞，没は、食堂、医療室、娯楽室、そして児市遊協|である。しかし.これらは

すそて悦災で消尖し、jJl，没当時のまま残っているところはないa

ft"~， iま l 号館f(l. '1"火階段にI(!iしたl階にあった。昭和28年3川のぐ宅捜で消火し‘現住は印

刷1U'~lが人川している。医被官は、 l 号館2隣にあり. r -tt!-:l!J~必僚と Hf世皮の医業を liわ

しめてlいた (["1~司会|八年!と) ， 虻L集室も問じく 10t1H2階にあり、 V~JL 将以、ピンポン

などのl没備を備えていた ，医療官 以楽宗ともに 、 J31tr:は Iri[)~ 免 'J~的所となっている"

山'111笠l却は、 1r~，由。i と~ ~.;.町(のIll Jの ι1'1定と、 5号館の'1"1:迂にあった。 や{まりともに戦災で消

火し、 1f}fi"iiの中!廷は戦後jJiび公民iになったが、現在は使う人もなく民廃している。5号館中

延ぷ羽紅、物 Fし上品&.びJ'1転'JIii'lき品jになっているa

7.3.5住戸の計画寸法 ・仕篠

これについては.内川伴文がその苫 「建築と火災j の'1'で以ドのように，ú~iill している。

作戸の外壁 ‘ 隣家及階段室の界壁、 即ち外仰の {:，~は全 i刊鉄筋コンクリート造

で、以のl早さは外壁15cm. 界廷は12.5cm 床及E詰般は是亦鉄筋コンクリート造

で.床版のj早さ 12.5cm. 1¥至14cm である。 外部の仕上げは人造石洗い出し塗

で.I?さ約1.8cm 内部の仕上げは漆喰塗でj早さ約1.5c 111 床は鉄筋コンクリー

ト版の上にl亨さ1.8cm のコルク阪をアスフアルトで貼付け、Jtの上に部縁を敷い

たものであった01軒の家の中の間仕切は木製で、木間漆喰塗、内部;の造作i立米怯

と米純である。又.玄関の入口.~nち階段室に筏する部分の外部からの出入口の扉

は、l早さ3.65C J11 の米的の腰唐戸で、之を28罫の手鉄板で巻き、ガラスはJ亨さ

O.6c 111 のワイ ヤーグラス を用いた防火戸であった。 8

8. 1942.内印祥文、 fm築と火災J.佃視さ?房盲 P9口、 91
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として.消砂通りアパートの基礎的な寸法・仕係を示している。これは、公にされている

問潤会アパートの寸法ではおそらく唯一のものであり、同潤会アパートの復元作業にとって

重要な資料となる。ここにそれらの基礎的寸法・仕織をまとめると以下の表のようになる.

表 28清砂通りアパートの基本寸法・仕篠

節目1) 郎{立 仕上 ・仕係・ 材料 寸法 (cm)

RC躯 外壁 鉄筋コンクリー卜
I " 

体 』平控 I 2 _ " 

l主スラプ 12_ ，，-14 

屋根スラプ I 2 _ ，，-14 

その他 外壁 人造r先出塗 約 l 8 

民主内壁 漆喰塗 約 l 。
hi:.宅内床 コルク阪をアスフアルトで!~Ii付の l二 lこ薄縁

Ij:戸内問It 木m漆喰喰

切り

内部造作 米校、米間

五回~I:i~ 米的の股f!fpに28，訴の平鉄板巻 :3_ 65 

ワイ ヤーグラス 0_ G 
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7.4清砂通アパートの住環境の変遷

7.4.1戦前(昭和z年~昭和16年)

戦前からの居住者は非常に少なく.今回の調査によって戦前から住んでいる居住者に話を

聞けたのは2軒のみであった。したがって、当時の様子を知ることはおii[アパートと同係、

難ししし

建設当時は、居住者の賎業には工場労働者や交通労働者が多かったようだえ 他の同潤会

アパートメン卜と|百l服、耐波 .~Ji火対策を施したRC造の高間 I I:F.iiということで、新しい郎市

川住のあり方を示した消砂i垣アパートは、間辺の住民にかなりnけされたようである。また

1，';(上_，Ifl!身の11:]にもそのようなむ識は高く .子供を持つ親の'1'にはわが「に 「アパートの外

の「と遊んでは行けなしりという人もいたようだ。つまり 、災災以lから多くのィ、良fl宅が立

地する地[xの'1-'に，同澗会の位itf付けとしては「下回lの労働.xの多いアパート lであったも

のが災際には比較的向所得省胞の人が入居しているという '1~:火が、こうしたエピソードを生

んだものと考えられる。実際に、戦前から I0号館には、後に11::会党，1; I jï~ 長となる浅沼稲次

郎が1，1i(iしていたo i}k/{!のi立伎の，J1iによると 、 彼 i立、 fï }l II~~1耳が似誕人となってここに入16

したそうである。

アパートの中ほや、 ItlJl!lifjの前l立には、種々の樹木が他えられて・、た。 I: iftlIと2号館の

II:Jの'1'111には.イチョウ、アオギリ 、モミジ等があり 、本のドに{まベシチが耐え付けてあ

り 、 児 m遊間のI;~j りの縁には . 大谷石の柱[こ I 0センチ径ほどの鉄パイプが治っていてー柵

を形成していた。砂場のところには浅瀬で I0センチ、深瀬で 20センチほどのプールがあ

り、')){-1l1 女チ附に分かれた便所と掃除道具入れがあり、問il司会で腐っていた人が トイレ

品}除をしていたらしい。

図 169.1号館と2号館の間の児童遊園写真

9_ 2. 3， "号Mではすでに終戦前の住宅営団の時代から.日立製作所や必合m線の社宅としてー会社が
指して借り上げていた.
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rj百砂通り自治会」の名称で居住者組織がすでに発足している10ことは前にも述べたが.

このrj治会i式 当時国会議員であった浅沼稲次郎を中心に結成されたものである。

また、附和 6年4月にl立、平田のぶ (1895-]958)によって‘ l号館3階にあっ

た娯楽宅で 「子供の村保育園j が営まれるようになった。11平田のぶは長い小学校での教員

F住所の後、池袋で 「児童の森小学校J (自由教育連動の拠点)に携わった人物である.平悶

は 1~ ;-m13階の娯楽室を訪れて、 「此アパートの一号館三階に五ト坪程の供奈部室があり、

g，将艇を白いて夜丈娯楽用に日持政されている」のを、昼間遊ばせておくの芯「勿体ない無

駄である lとして、同澗会の管理人に交渉して、子供会ili動のーっとしてこの部屋を昼nnに

無料で借りたのが r千供の村保育園Jの始まりであると、 『保育の森』で;ま述べられてい

る国

これを総合的に判断すると ri，占砂通り自治会Jの中に 「子供会Jがあったことが分か

る，また、 l号館3階にあった娯楽室は、当時 「倶楽日j;宗lと呼ばれ、時間町立使用されず、

伐のみ(也われていたことが分かる，

吋1I.'iの似ffl'ilの係予は、同じく 『保育の森』に

J.Jliを聞けると古派なリノリューム恨の月JJるいホールである。 一人のお母さん

たちが亦ん坊を背負って上の子供の表情遊戯を兄ている。 (ιl'時)

尚三~:tからヤ歯11 までの9~ 支の子供たち恰/J.r.三 |人が~.~々として l 、る 。

‘1'.111さんは(中国各)ベ24よくピアノをヂj¥きながら印lらかにも大きなjitて吋j歌の

r~- :1n取りだd それが済むとんt 仁のバルコンに tって防校体操 12が始まる

と1<射されており、娯楽室の床がリノリューム張であったこと， I主主!lも -*fiに保育に参加

していたこと、以上のバルコン(ロトンダ)も保育活動の勾所として{史われてけたこと、が

分かる ，またー同じく『保育の森』では、 f屋 1:のバルコンlで、干111が「供たちと一緒に

相訂iや似切れなどの溌材を使って、4、51RIほどの大きな飛行機をつくって遊んだことや-

WIにUr-の仰をつくって野栄や花を絞倍していた ことが記述されている，

10.1百!日司会、 『住宅管J11!'Ji務干?程』、 PP.59

11宍戸健夫 『保育のず王 子育ての歴史を訪ねて』、 PP.83-91.あゆみ出版

lUl:jブラシ体憾のこと
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図 170.子供の村保育園写真13

Ji. 1府和12年10丹、 F人JIUt'F三らを中心とした建築学の学者によって. i8flゆi且アパートの

l -t 1j由;で火災~験が行われ、その防火性能の高さが実証された。 これは、 11{!f118 年目刀と附

自l臼ip;月に*大防内の運動場で行われた木造家庭の火災'Ji験.昭和 1Jiド5JJの月島での

木造 2階建て来品¥2 tJliの火災実験に続くものであった 14

この-i!liの火災実験の詳細について、内田祥文は以下のように記している。

実験家屋はJi!J;{市深川区三好町4丁目5器地所{Eの同制会1Ji砂i泊アパート 14号795

得戸人鉄筋コンクリート造3階建l練の中のlrで、!別手113'ド7Ji20 11に起工し. 1;;14年

3月30日に竣 lーしたもので各戸は階段室を中心として作僻共に/【むにl戸づっとなっ

て居り、階段唱の突き当りに玄関が左宕に1つづっ付いて回る凶fキ戸の而f立は23m'

で、実験に供したのはよtの南側商寄2階のl戸である。

13宍戸健夫、 『保育の傑 F育ての歴史を訪ねて』、 PP83-91.あゆみ出版

14 19.12、内田祥文， 1m築と火災j 、相慎苫房、 P29 
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図 171.火災実験家屋平面図

) e.玉£ヨ

点火場所

1 I泊三 品目

図 172.火災実験の写真

実験は 14号館の 2階の3上の撲に.マッチやアイロンで点火して、火災が燃え広がる時

/[:1的な経過を記録するというものであった。結mは.

鉄筋コンクリー卜造は関口部の密閉状態に於ては、 i[I'々火災と成る 'I~は困難

で‘1Ii.l和12年10月に行った鉄筋コンクリート造アパートの火災実験に於ては.防|室

状態で31~}.室模紙にマッチで点火したが、室1品は80'Cを経えず、 15分には30'Cに降
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下し. 24分には焔が消え、内部蒲団は無焔燃焼を続け、 42分に窓を開放すると再び

発焔したが、直に窓を閉鎖すると漸次下火となり. 1時nrl30分の観測では遂に火災

とならなかった.

とあるように、鉄筋コンクリート造の耐火性をよく示すものであった.

その後戦時色が強まり‘昭和16年消砂通アパートは住宅営印に引き継がれた。前述のよう

に、終終に近づくと、アパートの住戸の多くは、軍事関連必業の会tlの社宅として使われる

ようになった。終戦!日1際には、 6号館;では全ての住戸が近くにあった化学て局(日本ソー

ダ)の社宅となったほか、他の可l!iiの多くも軍需用に転換された工島jの社宅にあてがわれて

いた。

戦時中の初J9Jには、日l兵省を l号館の中!乏で.御神酒を振る持って返り:Hしたそうであ

るョまた、 10 け館では町内会を主催とした防火訓練もI~l和 1 9年頃に行われていた。

こうして戦下が激しくなるにつれて、出兵者や疎開者が続出し、他のアパートと同係に.

l.!iilf.'の数が減っていったのである。

7.4.2戦災から払い下げまで(昭和 20年~昭和 32年)

11'j(:沙j必アパートのある深川地区;立、*.. ~(において空襲の被出を 1t~ も受けた地域である。 附i

f1l20'1'3 fjの点以大空襲では11'1砂i虚アパー トも大火災に見倣われ、 1 () :}flHをのぞく全てのBIi

が焼けぷち.コンクリー卜の~\~.ili体どけが残る無惨な主主となった。 1 l) : }flHで目立.浅i{:i!{;i次

郎が;f頒をとって火災を食い11:めたそうであるa このほかに I~;-郎でも火災を食い止めた住

f'がある .r~l りがJ，，(;ダ~!な勢いの炎に包まれたなか.家の中にいた人;立、総 IIJ を本でj濡らして

せっせと木製サッシを jjßIIIから i~~ らして、ょうやく火を食い止めたそうである a この空襲に

より、 TJI砂i且アパートはほとんど伐u不ロI徒な状態となり、これをきっかけに民住者が大幅

に人れ持わることとなる。

終戦後の出目しの中、 1111がりなりにも杭造体だけは残った1，'1砂泊アパートでは. U:宅''::';J.Hの

干によって 7)1までに応急処itfとして、床や窓枠の納修を行ったが、床は阪を'jJ返っただけ、

窓は米松の枠に平分だけ似が強り付けてあっただけであった。 もちろん.波r~a.'î l 二五主主(r，没

備として誇っていた、ガス・泡気・水道・水洗便所・ダストシュートなどは一切使える状態

ではなかった。そのほか、戦災でまわりから焼け出された人々が‘♀くから側々に内袋を締

修して住み始めた.

また. 1ηflHと'1~;.白1の -f創立「必合電線」が借り上げて従来日の家悠で人数によって部

屋を苫I1り当てていた。また、戦tiiiから日本ソーダの社宅であった (J~~'finí立、全ての位戸を社

宅にしてしまうと.他の燃やで焼け出された人々が入れなくなると浅削稲次郎に言われ、 結

局、管耳l'が蛍団から束);(都へ移るa.'i. ~!J 半分を従前に住んでいた人や il:むところのない人に

空け波すことになった。このlIii人目した人々は、同りで戦災に泣い‘命半々巡げてきた人々

であった。その他多くの被災f.'が個々に移り伎み、 5号館の独身.('i-I"Jの以来'をや集会所も、

住居として使われるようになっていった。こうして空桜後、あるい;ま終戦後移り住んだ人々

の中には、伐材{稲次郎の日平I1きで人った人が多いという。
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l 号館には、配給所が設けられ‘周辺の米広が共同で管理にあたった.配給所は空襲で焼

け残ったところにつくられたもので、この近辺では同潤会猿江アパートにも設けられたよう

である。このほか、消失した児童遊園の跡に簡単な トタン屋根をかけ、その下に水道を引い

てきて.共/，，/の炊'JJ・洗濯場とした。人々は、ここで水を使う全ての家事を行い、各戸へ闘

ってプロパンガスで煮炊きをした。水道料金は、各戸が頭'81Jりで支払っていた。

また 6月館の中!廷には、仮設の共同便所 lカ所と簡易水道 lカ所が設けられており、炊事

は.玄関の士山iで被災地から姶ってきたような薪で行われていた。各戸に水道が届くように

なったのは、持でお金を出し合って水道線を引いたl昭和26年であった

7 ~ }(!(;でも、:怨も燃え議ちた状態だったために、大工を呼んで半分焼けトタン、半分ガラ

スという感じの窓をつくったりした。また、水を共同で.水道本管から手llJlしポンプで屋上

のタンクに汲み似げていた。 7 号館と 8 号館のnn には、 ilJみ取りの共同便所を設ij~ し、扇情

を縫ったところのM'/の知J(後述)の肥やしにしていた。

また. J I l}fii1と I2 ~H:(iでも J~川で簡易トイレを;).り戸J止 i?l している の このように戦

役すくのアパートの生活状引は、柳ぬアパートで謝資した結果と!日lじく 、悲惨であった，

これら JtH炊 'J.比~ . (1川町は昭和30年代前半まで使われ、作戸に水道が引かれるようになる

と取り泌されていった。

こうした小、先iAの If(:共の村保育問Jも焼け滞ち.それまでの活動ができなくなった.

ijil，:fそ焼け出されたり 、政IJMしていた f供たちが徐々に1えってくると、 r r供の村Iliill後援

会 が結成され.地花イ1，よ、による終的の上地提供などもあり‘アパートの 2;}ru;のl相側の通

りを侠んだ隣i也に、ru(の村保育!4iが11mされ.今日に至っている。15

7.4.3浅沼稲次郎と生活協同組合

社会党U、l会滋IIで、晩年社会党委n長もっとめた浅間稲次郎氏;立、II{{布12fj'i，'1砂泊アパー

トj_f，Q:の1((後からIJ{jftl35年泌説会において刺殺されるまで.永らく消砂泊アパートに(F.み続

けーこのアパートの「顔役lとして活躍した。浅沼氏i立戦iiiPi¥H圭にかけて 「白川田fI，'if沙自治

会J (当時は 1~16号館合同の自治会組織だった.現在は分措置している。後述)の会長を務め

た.特に戦後はアパートの復興に尽力し.居住者から蕊われていた。

戦後すぐ浅沼を中心として、出資金を集めて生活協同組合を結成し‘その資金で銭湯(現

在の鶴のi~D をiEA2 した。この生協の出資金は、一口 1 0円ほどであったらしげ。また5号館

l慨にマーケットを設け、問辺居住者の便宜を図った。この生活協同組合の活動のー探として

だと推測されるが、アパートの東側を南北に流れる大徽川を波った扇情には、アパート居住

.nの共同利11/による、知lもつくられていた。

淡泊l立、 "'1会;韮μを務めるようになってからは自治会長の任から退いていたが.払い下げ

に関する民住者と部との交渉などにおいて相談役となっていたようである(次項参照)。

15宍戸健夫、 1保育の様 子育てのぽ史を訪ねてJ. PI~83-91 、あゆみ出版
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浅沼氏が住んでいた10号館の部屋には氏の没後も浅沼氏夫人が住み続け.夫人も消砂通ア

パート居住者のよき相談相手として有名であった.夫人が亡くなった後も、部屋は浅沼の令

妓や特に綬しかった居住者たちによって大切に保存されている。現在でも毎年一度、浅沼氏

を偲んで殺しかった人々がその部屋に集まるという。

7.4.4払い下げ(昭和 21年~昭和 32年)

アパートの管躍は住宅営団からGHQを経由して東京郡に移った。その後、土地 ・建物とも

に当時の居住省に分z議され(土地は各住棟ごとの共同所有) . 6年月賦で払い下げられた(こ

のがド月賦という形にするために、浅沼稲次郎氏の尽力があったようだ)。しかし.このとき

の東京都によるいくつかの手続き上の不備により.現在のifi砂i必アパートの上地所布形態[ま

復維なものとなっており.このことが同アパートの再開発事業の批准における間宮となって

いる。まず、後に述べるいくつかの{上煉をのぞいたほとんどの住械では、 1，"U:占への t地分

泌がなされ支払いも終わっているのにも関わらず、居住.xによる枝記がなされていない，よ

って.'1:，記簿および公凶において、これらの住棟の土地所イiはぷだに f;irWlIilのままにな

っている ω

4. 5 、 6 り由;の3陳では、 1ci(t~の反対によって土地の分設がされなかった。 点点都からの

払いドげに対して、 6i}fii1では団体で交渉するための組織をつくった。知県、消砂通りア

パート全 1t.i ~;' fi'n[t-I. (j ~}fin を fEむこれら 3 つの号館では.建物のみを日取り、土地ほ東京

と所イfのままとすることになった。払い下げは 26年から :l2年までの[ifl'li:Jの月賦で行わ

れた@、壬'111.1.上地のt'iNi価値は居住占にとって、あまり認められていなかったのである。こ

れほ他の|古川司会アパートや!.R.J江市科住宅の払い下げにつ，、ても1"]慌のことがいえる。 4、5.6 

'i由;の3b1iの居住 .('jは郁と!日地契約を結び、現在に至るまでt世代を払い続けている。再開発に

おいて、 1~* ( ì: .('jほ/111から/~地を ï! い仁げることが必Jfだが、この点で/，1;'(!，.('j'の1，'/芯が得られ

ていない。

15、16号館の2僚だけが、登記上も実際にも、居住者による所行となっている。居住者の

中に笠記にf?l極的だった人がおり、この2棟は払い下げ後に登記を行った。このように.土地

所有の事情は各住練係々に異なっている。

一方.昭平日 27年以降しばらく、写真家の土門拳が消砂通アパートの船影に訪れていた.

それは後に『江東の子供たち』として出版された。それに刺激された居住おの中に.子供た

ちの遊んでいる係子、中庭での盆踊り、屋上から両国の花火を見ている人々の係子など、峨

riijのiM(I;iffiアパートの生活ぶりを写真に収めている人がいる。
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図 173.土門拳による昭和 20年代の清砂返りアパートの写真16

この可iの「供たちの遊び方の隙子は.居住者の話によると以下のようなものであった。

紙芝居のおじさんが午後3時半から 4時ごろ太鼓をどんどんたたきながら来て

いて. I P'Iか2円の飴玉を買って大人から子供まで紙芝居を見ていたu 中庭で子供

たちが野球をやっていてーよくガラスを創って怒られていと。屋上や!庄を伝って遊

ぶこともあった。17

また、 I ::}fisillの元 f児童遊関lには.プランコ、シーソ一、消り台‘砂場、ジャング)0

グロープといった遊只が再び設位された。 2号館と 3号館のnnにある街頭の周りの'1f:.J自だっ

た場所では、子供たちがlU宜跡の縁石を土俵に見立てて相伐をとっていたω

図 174.相僕をとる子供たち18

161995、土門帯、 『土門挙の昭和 2こどもたち』、小学館より

17.11;住者へのインタビューによる
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7.4.5払い下げ後から再開発準備開始まで (昭和32年~平成元年)

!附和 30年頃、各戸に水道が引かれるようになって、共同炊事場や共同トイレは撤去さ

れ.ょうやく住戸内で日常生活が送れる暮らしとなった。

また、 l呼i和32年、払い下げの月賦が完済されると、居住者は 「白分のものIとなった清砂

通アパートを、より自由なI~で使いこなし始めた。既に居住占の'全開鉱大への欲求は大きく

なってけたので、人びとは可能な者から住戸の噌築.または別の{主戸を'i'iい取り 、あるいは

af~(契約を結んで復数の住戸で生活をする綾数戸居住を始めた。 hiH七.tf独自の手による働き

かけが、日に見えるmで活発に行われるようになったわけで、 i，'f{IψjJ]jアパートの外線はこの

叫!日lからダイナミックに変化してゆくことになる。

もともと:J0平米前後の住戸に、戦後の住宅難とベビー・ブームを受けて‘ 6. 7人の過

討/，'HI:が平均的にfrわれていた当/1'1. j台築による ft空 nnの拡大は 1'1 然な I，~り行きであっ た

が、上地が*京伺;からの借地であった 4、6、7号館では.公然と泊築をするわけにはいか

なかったゆがi砂通りアパート全体としては.昭和 38'1三頃から、 %にJf1築が!t;まってい

-';). 

また.i.!t物の維昨1¥'耳IIも居住者組自の手で行われていった。*fU年';'i'i'gに|刻してifi砂通ア

パー ト全体でのルールは仔在せず、このためm築に限|する焼則.修繕'1'(のwみ立て、管恩貨

の lj，;;" と 2・J!p'についての月~WI等が各住éIiの居住者によって手傑りで ì.kめられていった。

この作{主練での話し合いによって、共用空r:nの使い方にも変化が刻れた。たとえば中庭を

つぶして駐di以にする場合 (6号館.他にも共用部分の 郎にHrl<場や駐輪場を健保する住転車

:ま多し、)、 ~I~ '~立遊i>:llをつぶして物干し場と自転車置き場にする場合 (5:;'fiYDなどである.

I~{和 50年代にはいると‘老桁化した外壁の~り直し工11 ~や以 1'. O) ~)j水 r '1;が各住ちRごとに

1 iわれるようになった。

なお . 昭和33年、第 l ブロック (11:1東地区、 1~4 号館)が r t， 'l砂自治会 l から分難し、周

辺の 「白河三丁目自治会lに吸収されている。

7 .4.6 再開発準備開始以降 (平成元年~ )

昭和50年頃からi.!tて符えの認は出ていたが.実現には歪っていなかった.附和63fJo頃、 iJi

砂自治会の会長 ・ 副会長が江東区に陳情に行き、別町会となっている 1~41}tri; も含めた再開

発を行うことで区と合怠.平成元年、再開発準備組合が設立された。

再開発準備組合が設立されてからは.空き屋がt目j川し、またm築 ・修J!I!~^';も所発には行わ

れないようになってきて、アパートは一時期の活気を失いつつある。 ，，~京の挟さから、子位

18.1995 土門帯、 『士1"1帯の附拘J2こどもたち』 小学院より
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代はアパートを出てゆくことが多く、そのため高齢者の居住比率が非常に繕えているのが現

状である。
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7.5個々の居住者による住環境形成

7.5.1アパート内移動

今凶の調査f主戸 33位格中、住戸移動をしているものが7例あった。

6号館では、もともと 2階に住んでいた個人タクシーの運転手のYさんが、 1"1じ階段室の

3JiWに住んでいた人の住戸に住み惇えている。6号館のこの階段窓では、共同で中庭とは反

対側に鉄骨造のtî'l%をしているが、 Yさんは鴻築部分に風呂場をつくっていなかった。 股~

がら、銭湯に入れないH手間に風呂に入らなければならないことも多く.風呂場を造ろうかど

うか迷っていたときに、3階のほとんどI面積も間取も変らない住宅で;まあったが、共同m築

[部分に風tr!，を設iぼしている住宅の人が/11ていったので、それまでfIんでいたところを売却し

て.1'1分はこの 3階部分の家を!it、取ることになった。

この 'J(例は純粋なアパー ト内移動であるが、全く同じ郎防の11戸に移動している。つま

り、 1内胤ι」という附加悩他のある111"に移動したのである。

これより 、アパート体l砂動としてはさらに復維な例を次に解説する。

Kさんは 印刷関係の仕事をしているが、会社から独立して1'1分の工勾を経科するに当た

って.印刷関係の知人の車内介で、昭和J38年に 7号館 l民いのJh品目{)f}l/(tl_jを!!?り始め、こ

こを l場j在住宅として使っていた。その後.子供が生まれて下狭になったため.1，;1じ階段室

の.1断の(1:戸を購入し、住居間l分をそこへ移したが.奥さんの足がJ止いので、1.. 1じ断段宅の

2陪が'全いたので、昭和 42 floからはそこに住むようになった白しかし、4階のIt戸は将来

的!こ子供i部屋とする必裂を考え.手放さなかった。

Imll;; 8年には同じ附段室の l陪の{上戸が空いたので、4階をゾしってそこを腕人すること

にした。 flT家だった 2階は.特i帰した娘夫婦が買い取り .結帰後の新}，I;とした，その後娘夫

~tlが転居したあとに il ， 息子夫婦の新居となって、 現1:[に至っている ，

この事例では、同一の階段室内の合計4戸の住居を.家自主の状況状況に応じてうまく使い

凶しており、奥さんの足が思いために、 4階とl階の住戸を ï~い換えている。 こうした同じ

階段室内の住戸の買い換えによって、奥さんにとってよりバリアフリーな環境が実現してい

ったのである。
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図175.アパート内移動の事例

7.5.2 J官築

最初に1官築が行われたのは昭和 34年の7号館である。7号館!こ住むiさんが発起人であ

った.Ieんは、終戦直後かう 7号館に住み、 丸焼けであ ったアハート!こ、自分の住戸はもち

ろん、階段室や玄関にまで、他の居住者と協力しながら、自分で建具を入れながら住み続け

てきた、7号館の主的存在である。

lさんIH畳+3畳の二間の住戸に夫帰と子供3人の家族 5人で暮らしていた。昭和 30

年代当時でも問屋人がいることがろく、 日畳で家族 5人が生活し、 3畳にIt同居人が住むこ

とがろかったそうである。しかし、昭和 34年当時、長子がすでに II煎で、子供のための

お屋の必要性を感じていた。そこで、払い下げが完了して土地と建物が自らの手に委ねられ

たのを悦lζ、lさんは1官築を得票する。戦後、 館全体を修得し‘ 「アパート It集合の誌であ

る」という意識の強かったIさんは、自分の上下宿だけでなく、館全体に働きかけていった。

7 号館|正大通りに面し 、 北側It!官築の余地が少なく、南f~'JI正多いという栂li1iの複雑な飽であ

る目lさんは居住者に呼びかけて箆で臨時の徒会を開いた。増築のできる住戸の居住者たち

|立、lさんと同様、住戸の狭さを感じていたので、反対する人もなく、 すぐに合意が得られ

た。 1官築のできない人に対しては、増築した人が月に1平350円を仏うことで、了解を得たそつ

である。 7号館の南f.i!1では、 3霊1聞が増築され、 Iさんの子供Itそこに部屋を待てることに

なった。

このようなほ縫で始まった増築It、その後す〈にアハート内各所に伝活していく。 子供の

版長lこ伴う個室の欲求、または内風呂の欲求から、増築1;1活発に行われた。増築のしやすいl

階部分だけ増築されることもあったが、ろく 1;1上下階の住戸が話し合って共問で増築が行わ

れた。 l住1車全館で1官築をするところもいくつかある。この場合、部屋を増築するだけの経済

力のない住戸1;1躯体だけを1宮築することもあった (6号館). !雪築|ま前庭のように目立つとこ

同7・E 間相会y骨砂i!')アパートにおける包望埋理官 ・361-

ろになされることは少なく、裏側に作られることが多い。以下に、 「西J r中J r南Jの3

プロ yクについて、 t骨築の特徴を見ていくことにする.

t 
s 

~~ 

図 176.清砂通りアパート「西Jブロック 1階部分増築箇所の分布

I : ;~I: • :3 : ; ftt1 ，立、 !政ilil!iiに1(IIしており、表ffllJにはほとんどI科書Eする空川的;R怖がな

い，11ft ". I、3:"}ftllのI:IJの通路に1(IIした部分に大規伎作B距がなされているが‘その他i立小

制限なものである。これに対し、2i}釘\4 号館は‘大規般にJtHm~がなされている。特に

2 i}町，.ま断段引の人Uを除くほとんどの部分に l部監まるまるm築している。しかし、 [11庭

制'1に;まあまりm築していないことが分かる. 4号館は、敷地が*;;(111;所イi(})(1li地であるにも

かかわらず.大i長慣なm築が1fわれているが、各階段宅へのアブローチとなる'1"廷には 一切

m築が行われていないことが分かる，
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図 178.清砂通りアパート『南Jブロック 1階部分土曜築箇所の分布

宮置宅

4

一

。
」

一

」
一

一

図 177.清砂通りアパート「中Jブロック 1階部分増築箇所の分布

Jl:}Jut'i小学校

「

次に il旬lプロ γクを見ることにする。ここで特徴的なのは 11 :;館である" l l号館の

(1 N!形態;立、。 :j(!iiとI.-'J慌に大きな中l立を矩型に凶むという形式をとっているが.各階段宝

へのアブローチの形式が全く見なっている。つまり、 ti:-;'(!HではJ占本(~J に<I')l);を i曲ってお隣

F克明にアプローチするのに対して. 11号館では全ての階段ネーへのアプローチが街路側から

となっているのである。しかし.m築に関して見ると 1I ~-'}郎もりけ町i と H係に中庇側では

なく 、外I)liJに大規僚に共I"JI¥'1築を行っている。 l1 号館のM~がり ~ ;.町;の刑築と異なってい

る}.'J.は、中).Il側へのt由築が G~7 ffR に比べて多いことである。<1 1 IIIの1而fl1は6けtmのほうが栴

段に大きく、物却がJなIでi築のしやすさは、 6号館の中庭のほうが115いが. tj f}ft[lではそこが

アプローチ空間1という、いわば luJの空間であるのに対して、 1 1 :;t!Hの<1'胞が 「忠j の

ノじ}JOf'i公l副

1.. 

'ヂ!lnであることが.両者のM築のJ土を生んでいると考えられる。

また、 1 2、 1 4号館は、ともに. 4. 8、9. 1 0号館と!日H革、浅い中庭をコの字型に

阻む{主棟形式であるが、 1 2号館だけは、中庭とは反対側からアブローチするように設計さ

れている。ところが. rmJの空間である 12号館の中J廷には一切IJ.I'.'J築されず、 「表j の空

間であるはずの 14号館の中庭には.数件の大規筏t世築がある。これは単に'1').廷が 「友J

rillJというな議上の空nnであるのみならず、各住戸に日当りを織保するための空nnである

と考えると納得できる。

f 

さて、 I世築の多くは居室の1\'1~や艇;大.あるいは内風呂のm築である。1\'1築を機に、台所

等の):1;1裂を一新する場合も多い。t行築については各住私自の居住者同士で会合が持たれ、その

的み重ねが1\'1築に|刻する各住都~1.虫自のルールとなっていった， またこの話し合いから‘各住

棟担l自の建物の維持管，'~の仕組みが笠備されてゆくことになる 。

次に r中j ブロックの瑚築をみてみる.主1Jl!m路に面している 5、7号館では.后舗側

のm築はほとんど行われていないが 5号館には東側、 7号館では南IJllIに打干のm築があ

る.G >-;~íi は. (1b↓!の周りを開むようにほぼ l周する形で共同M築が行われている。しか

し.中!延側にはほとんど行われていない.一度. 6号館では中陸自IJlこ閉築したケースがあっ

たのだが、近隣の居住占がよ産相lにもちこみ、これを違法として、結局自ら小峰山11への1¥'1築を

取り唆すという判決が出ている。こうしたこともあって、 6弓t!t:では:十:庭にはあまり地築が

行われていないのである。8、9. l 0 号館については‘基本的に同じようなitllli~êi;l( をし

ており.やはり、むの小学校とのJ:lJにある塀まで周一体j<1l~が行われている ω ここで特徴的

なことは、いずれの住械も南側に多く M築しているということである。つまり、北側の(i，戸

が北側lこ噌築しても決して、日当りやi泊風がよくなる分けではないからだと批測される。
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6号館を伊lにとって見ると、当初の容積率は 104%であったものが.全 78戸中 71戸

のm築で. 163%になっている。ちなみにm築部分の合計面積は 1323吋であり、 i戸

当りの平均I宮築面積は約 19mmとなっている. (滋和会地代関係資料より)また、全 78戸

のうち、 m築していない住戸はたったの 7戸である。

fJi砂通りアパートの上国築について特徴的なことは、大規伎な共同熔築である。6号館で

;立、 仁地が点京都からの借地であるために、土地と共に払い下げられたアパートと異なり、

m築の時JUIは巡れている。しかレ、 I昭和 30年代後半に一挙にI曽築が始まるのである。それ

もほとんどが鉄竹による大規模共同t司祭である。これは、 6号館の l階に住む工務庖を営む

f，':-i!，-X-からの働きかけによるものが大きかった。この大規慎共同地築では、J¥'l築に応じない

ところは.そこだっけすっぽりと穴が聞いた状態になっている.

このような共同m築をしていない館もあるが、これは、当時の居住者のEI，ELの総立の現わ

れつであり .偶然によるところも大きい。しかし、 2. 4月館のように(1僚が以前から会社

の社宅となっていて、(士棟内の合怠形成がスムーズであったり、住1*規模が小さい般に合立

形成が裂であったりする住1*ほど、共岡崎築が見られる傾向にある。

このようにして. I昭和 40 年代までには、共同i自築できる1ÏiifJiのほとんどでl\'l~が行わ

れ‘ Iml150 年代には新規の J~ r;;J l\'l築は少なくなっていった。以後に j七 |υJ l\'l~したのはl削 fU

九九 ilの日行出1の九軒で行われたものであるが、ここでは今何訓任した"，でhl大の 2G _ ;:; 

日{のrn~匹を f丁っている。

7.5.3複数戸使用

Jll_;1~の侠さから‘いくつかの住戸を使い分ける復数戸居住を行う居臼一者も多い。 i;'f{(!;‘通り

アパートでは 今1"1訓?iした :33世帯'i'、尖に、 1 8 I止仰が被数の(l:J-'を使JIJしていた。こ

のうち以大のl'数;ま6戸(1 世帯)で、次が五戸(1 W:J，ln、4戸 (21止イl()、3)5 (Iil止

品n. 2ri (8 W:.rfrlという割合であった。これらの時期を見て見ると. I出向 454'かも

¥) ;)年当りが復数住戸使JTIが始まるピークとなっている、これはその時期に転出者が多かっ

たのに加えて、戦後入居した居住者の子供位代の狙立JlJ]にもあたっており、そうした背京の

中で.世fi?分厳するために復数住戸使用を選択したケースが多かったためと忠われる.

使い方は、日1]の住僚の居室に子l世代が住む場合、隣の住戸を買い取り、つなげて大きく使

う場合など係々である。中には隣!日l土4戸をriい取ってつなげ、さらに別棟に1::iiを所有して

いる例もある。空き屋.t'l家情報の交換は居住者の日常の会話の中で行われることが多く、

また光 ï~契約や賃貸契約は不動産業者を通さずに居住者同士が現金で行うことが多かったた

め‘自足数戸を所有・使用することが比較的容易だったといえる。

ここで、 11 号館を拠 I~とするある家族の事例に、復数戸佼凶の::l態を見ることにする.

5さんは. I昭和 42年に結婚したのを機に、夫の実家であるm砂アパートの 11号館に住

みはじめた。当初iまSさんと夫、夫の母の 3人が一つの住戸で生活していた。附有J43年.

4 6年に、それぞれ長男、次男が誕生している。

第 7童 図潤金清砂通りアパートにおける住環境基宮

昭和五 3年‘長女が誕生したのを機に、同じ号館内に住戸を麟入した.住戸の前に 「買っ

て下さl汁というはり紙が出ていたそうである.そこに母と、おばあちゃんっ子であった長

男が引っ倍したが、食事は元の住戸で家族全員でとっていた。

子供が成長し、次男は昭和 64年.長男は平成2年にアパートを出て、 JCの住戸には5さん

夫婦と長女.2番目の住戸におばあさんが住むこととなった。

その後、平成 7年に長男が 14号館に借家し、アパートに住みはじめた。この住戸は.全

居住者が引っ思した後にMkも入ってこないのを見て、 5さんの}Jから長男に声をかけたそうで

ある。

この家族では、現在でもこの 3戸を使用しているn 今までは銭湯に行っていたが.長男の

住む 14 弓 f館の住戸には風呂があるので、 今では家版全只‘その風呂へ人っている。 食 'J~な

どの生活の中心は以前と変わらず元の住戸にある 長女は、現化、尚校生だが、 3つの{主戸

をいずれも 1'1ulに利fIlし、そのつど、好きなところでむている。

7.5.4 n戸 1化

1 4号館

11号館

1階

11号館

3階

図 179.複数戸使用の一例

一己 --JU-:JE 
fコヤ -E霊口Uff由

入ミ- ート一一一

品 白

i占砂通りでは.左~Jや上下に隣合う復数の住戸を.界~を取り除いたり、 I曾築分で述結し

て.n戸 l化を図っているケースが.他の事例と比べて比較的多く見られた。謝ttした 33世

li?のうちの 51止fi?が2戸 l化. 11止却が3戸 l化を行っている.このうちの l世帯は、 l乃

t!iiで担5!iiを営むi止併であり、 11培の庖古fi部分のN由1]に内部階段をつくり、21¥持の床スラプを

取り除いて上下昨?をつないでいる，ここは、戦前の払い下げのがiから、 l 階部分を応舗と食

!(室、 2 階 fffl分を山主と して利用していたのだが、払い下げ後の七階に@~II;Jl 場をつくり、内

部で上下をつないでいる。
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図180上下階を内部でつないだ例 (I階部分〉

居錦部分

|耕雲翠霊童|

樹E糊唱薗

一一一「
」一吉

后鋭部分

」
閉じ居舗でも l号館の 1f若で米屋を営む世帯の場合l正、阪どう しの居錦を内部の界笠を限

り降くことによって、 2戸 1ftしている。この場合、米屋倒1;1完全な居謡兼精米所になって

おり、 備の住戸は全 く の住居となっている。この事例 ( F~) を少し細か く 見ることにする.

現在F2'んの家阪が米販売の庖舗を経営しながら居住しているこつの住戸IJ、戦争中かう

この近くの地区への米の配給所であ り、 一つが庖自由、もう つが事務所と して使用されてい

た。そのヒ買|ま多くの従業員が集まってそこで(動いており、従業員の一部は同じ号館の 2渚の

一室に寝起きしていたそうである。 Fさんも従業員の一人として働いていた。戦後、配給所の

長であった人が払い下げを受け、 引き続き居舗を経営していたが、その人の移転の際に、 2

つのユニットをFさんが買い取り、庖舗を引き継いだ。

Fさんは江東区毛利(j畏江アハートの近く)に一軒家を持っており、はじめはそこから通

って来ていたが、昭和36年、 Fさん夫帰と長男、;大男の4人でアパートに引っ越してきた。

入居前に 2つの住戸を繋ぎ、居を床上して住戸する改装を行っている。居を改築して4畳半

程度の和室と台所をつくり、 トイレであった部分に風呂をつくった。さらに北側に物干場を

1官築 している。当時、食事や家族全員の就寝が和室一室で行われていた。J6~車部分は菓子震

と米屋になっていた。

昭和 37年息子が中学生になったのを機に、さらに庖錦部分を床上げして 3畳の和室をつ

くった。その際、北側にJ甲入を増築している.そして 3畳1;1長男、次男の部屋として使用さ

れるようになった。

昭和115年、 l号館の外装工事の際に物干場を作り替え、こnと前後して、以前菓子屋で

あった住戸をしもた屋にして、日 畳程度の和室をつくった.新しくつくられた和室1;1食事や

lI¥7量 周潤主漕砂i!り7J'i-=-トにおける世耳鳴哩宮 -3n-

t華客の場として用いられた.昭和47年に就磁を機会に長男が下宿をはじめ、 3畳が次男の

部屋となる。

しばらくこのままの生活が続くが、 Fさんの夫が亡くなり、 米屋を次いだ次男の結婚を機

に、昭和""年.次男夫婦がしもた屋の方へ移り、 Fさんは今まで次男の部屋として利用して

いた 3笠に移った。

そしてその後、次兇夫婦に二人の息子が誕生するが、 平成 Gfl'-、lUJが中学生になったの

を機にFさんは 3位をゆずり、以前住んでいた毛利の家に転罰した。現在でl立、!6舗を手伝い

に昼間だけ通ってきている。

閉
."図面

図 181隣どうしをつないだj苫舗の変遷

A 
e和岬.. 

m，長居
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喧盈II主
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きっかげに

思血岨且
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また. 11号館では.階段室を取り巻く 3戸と隣の階段室 l戸を 1つの世帯で所有し、そ

のうちの3つの住戸を内部でつないでいる例(ケーススタディ 2参照)もあった.

7.5.5用途転用

まず、桁舗前]{主戸であるが‘ l号館3号館はほとんどがそのまま庖舗として残っており、

郎分的に工場などになっている。これに対し、 5号館 7号館の16舗は.ほぽ半数はしもた屋

になっている.

次に、 j七月l施設であるが、当初11rutljされていたとおりに、J}UEまで使われているところは

持熊である， 1 'ifii1 lllPiの食堂;乱戦後印刷l工場となり、 2階にあったl1<務室は現在アパー

トのl'iiJHft組合の'1;務所となっている、3附にあった娯楽室(似楽部'亭)は戦災までは r-(

供の村保育協IJとしても使われていたが、戦後、 「白河川会 J の 'I~務所となり.現(f:に至つ

ている均

また、5~;.釘!の l 階にあった集会所 l立、戦後 r mr沙アパートじi 治会 l の が務所として使わ

れるようになり、同じく 5号館の.11lPiにあった娯楽京は.戦後住宅として使川されるように

じっfこ、

7.5，6保存行為

i8f沙泊りアパー トでは.戦災によってほとんどの住戸が戦前につくられた木造の造作部分

を悦火してしまったため、代官山のような保存行為はあまり見かけられなかった。しかし、

以ドに，)、す・1¥例のように、 f部分的に銭った戦前の建築部{立を大切に保存しているケースもあ

る，

後に、ケーススタディ 2で紹介する事例では、住戸を改装する際に、戦災から免れた戦mi

の窓をそのまま利用して、出窓にはめ込んでいる.こうした事例は.代官山でも見られた。

また、戦前の物を大切に保存する以外にも、それぞれの居住者の思い入れやその家族にと

ってのみ街効な、機能的な価値や思い出としての価値のあるものを保存しているケースが、

数例見られた.

まずは.そこに{主む居住者にとってのみ機能的な価値のある倹を保存している. 9号館に

ItむM家のτI;e折lである。

Mさんは戦争直後、 i，Y砂アパートに入居した。アパートはill只などが焼けこげていたもの

の、何とか住める状態であった。当時はMさんのおじさんが住んでおり、 Mさんが居候させ

てもらっていたのだが、ある 目、おじさんがMさんの米をもってilil走し、Mさんはしかたな

くそこに住み続けていた。また日IJのある目、そのおじさんが突然戻ってきて米を持って逃げ

たことを謝り.米の代わりにアパートを議ることを申し出た。このような経緯で、 Mさんは

米・JIでアパートに入居したのであった。
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Mさんは早速疎開していた家肢を回会から呼び寄せた。住戸は6佐+3畳の二問でMさん

夫婦が3畳、 Mさんの両貌と妹の 3人が6畳で寝ていた.

その後、妹が結婚して転居し、 Mさんに子供ができたこともあり‘ Mさん夫妻とMさんの

両.Iliは途中で部屋を入れ瞥えている。

また、昭和 37年にはヒ下の階の人と共同で僧築をして子供宗として利用していたが.現

在でな子供は52立し、物i泣となっている。

その後、父鋭が死亡し.現在ではこの住戸に住むのは母鋭とMさん夫婦のみである。母親

は I:)年ほど前から討を鋭い.百Ijとなっている。しかし、住み慣れたアパートでは何の不

!'Ifllもなく、銭湯にも一人で通うという。住戸内も母貌がすぐにわかるようにとここ I0年

米変えていない。特に母線の告s尿，ま.日で見ると壁紙がふやけてしまっているが‘変えない

ようにしているという。

この '11例;志向"となってしまった尚齢者がすでに絞れてしまっている襖をたよりにして

生活しているので、ぼろぼろになった偵を保存しているというケースである。!互に、建築当

相jの物のデザインW，j価仙ゃある fif!のノスタルジーによって保存しているのではなく r~:.'j齢者

の'Li目の必;fJJIllとしての績を保(fしているというのがこの '11例の特徴的なところである

ま之、光j.fのように、 I 1) :-;1111 のノL浅 iti稲次郎邸は.x人が亡くなりなn さんがここを a~}て

いってから 他の人が使うことななく.空家としてずっと残っているみしかし.この(1:戸は

li!l)、川や、アパート内で鋭しかった1，'fiJ，.{fたちによって大切にそのまま似のーされ、身近な人

にとってほ Ii.主的稲次郎副念館Iのようになっており、毎年 JA.この(1:[;でe主浅沼さんを

似んで縦しかった人々が集まる会があるという。このように、あるli:liそのものを保存行為

の対象としているのは.代行山のft"{.lこ近いといえるが.そこにItんでいた人物の'/'i;'iのお

を銭すという行為は.JI"ii';に特徴的である。

7.5，7共用空間の利用(中庭)

7，'(1沙i泊りアパートには. lì[~l&のとおり、さまざまなタイプの外出全[l:Jが (;.11'.する、ざっと

分宮lレてみても r，，"庭1 r 0: 棟Il ~J の空JitJ I r前庭J r屋上Iなどがあり、これらはさらに縫

つものタイプに分trlできるが.ここでは.消砂jffiりアパートに特徴的な r<l'[延!と.次項で

は、 r!;l上j の使われ方について、その概要を述べることにする。

1. 2号館の中IU

士i初ほ児童i泣闘が設ijl(され‘アパート全体の共用の場であった。'/i¥'{，で焼失した後も再び

児ill公闘が活られたが、子供が減って使い手がいなくなると誰も'，¥"J.ll!をしなくなった内現在

;立、l['iのあふれ1llしがlJ立ち、 I古れたプランコが放出されたままになっている、植樹Iも自由

に行われている。自動車も勝手に、早いもの勝ちで泣いてしまっている。0Wを自転dl小段

にするという l汁阿がもち 1:がったこともあったが、結'''1実説法せず. 1'1 ~伝 J j[:d:"やいている場

所に適当に山かれているのが現状である。
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.1 :;.白;の'l'Ill

、 'í 初 ，ま作時Hl可;までのWillがおH~ されて. f1b1iiiiJに;立制込みがあったと忠われる。刻化盲

' P~lìíjからあるという山例の木の下にベンチがi泣かれ.1，<i fl.，Jfが賄って 11そ I::!r;[íしをしたりして

いる ι このベンチが域れると I'-jくからのf1人が直してくれるそうであるu

また、川齢で!.zl'l の IJifl 手?の所有する尾台が停めてある。 持ち!: ;立 、 1~ j: :J に F ごしらえを

してから伐になると街に/Uておでん民をやっているのだが.出かける前のタ)jばこのrl'i迂で

おでんを光っている》

図 184.4号館の中庭
蕊 :いbi_ ， Lぷ.uF~ì'" 

4一一二三三J

」制d

Jl 

「 一一=iF二!l:
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5号館の中庭

建設当初から l階の家族向住戸には‘台所に中庭に出ることのできる裏口があり、共同の

干し場のある生活空間だった.現在は、各住戸の裏口のまわりにごみやポリバケツ等の日常

の生活用品が置かれており‘各住戸によってかなり専用化されている。物干しは、戦後入居

した時点ではすでにあったことが分かつており、現在は4戸で一つの物下しを所有し l軒で

l組 (3段分の物干竿)を使っていて、これが疲れた時は. 4戸単位で補修している。ま

た.中庭の真ん中には昭和 40年代に、 5号館全体で設日ました自転!lI小屋がある。

現在、 5号館では、 l附の家族I古川上戸だけで「規陵会j 、2附から 4階までの独身者向住

戸の居住宅苦によって 「鋭利会Jという居住者組織がつくられており.別々に活動を行ってい

る。以前は居住者組織は統ーされていたが、 2階から 4階は独身用のf1:戸のため共用のもの

(f'出所や手洗い場、共同の炊事室)が多く、 l階とは別にしたほうが郎合が良いということ

で、分裂して活動するようになった。また、 2階以上の住戸は{上人の入れ杯わりが多く、{主bIi

の修繕のためのffiTLや修均のお金を集めようとすると 「長くいるつもり;まありませんか

ら，Iといった感じの居住.(Tも比較的多く、 結局修繕積立金を集めるという('j怠ができず.

外l:.~など修聞が IU来ないままの状態になっている。

図 185.5号館の中庭

tj 号館の 'i'~立

り号館の広い中!定には.当初から児ill公園がつくられており、 プランコや滑り台があっ

た。戦後すぐには共同使所や共同手洗い場もつくられていたが、その後ほお祭りの御輿がま

オコったり. 正月にアパートの人々で集まったりする広場として使われていた。

現在は、中庭の!よさを利用して共同の駐車場として使っている。ImO(j'lij'に、それまで

車と植木と洗泌物下しがせめぎ合っている状態だった中庭を 6り館のI.5fj:.gで組織する 「融
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で.大丈夫だ。Jと話している。 J1培で出入口を作っているのは住僚の南、東側に片寄って

いる.北恨rlの住戸は出入り口を作っておらず、個人の空間として使われていない.そのため

自転車小屋を挟んで中庭の束、南側と北側とでは空間の表情が異なっている。

一方、同じ 1J号館の 3階に住むWさんは 「この号館は街路から直後住戸にアプローチ出

来るため、同じ階段室の人以外に阪を合わせる機会がなく、知り合いになりにくかった。昭

和 60年に外壁工事をやり、その相談のために皆で集まったことがきっかけで顔見知りにな

った。 」と，:6しており、中!立を使っている l階の居住者と、中!逗をi泊ることのない3階の居

(1.(';の芭識の泣いが見られる。

利会J (5号館の居住者組織と同一名林であるが、組織自体は異なるものである)でアス7

7ルト舗装をし、駐車場にした現在でも.何かの行事があるときは.車を退けて広場として

使っている。平成5年にはこの中庭で、 t青砂自治会主催による「合同追悼法要Jがおこなわ

れている。

街路から各階段室までのiliはアスフアルトで舗装されおり .人が通る広さを残しながら稿

本鉢がii'lかれたり、干し場を作るといった、行為が見られる。またこの棟には街路側からア

プローチする階段宝があるが、 l階の居住者は中経由rJの:容を出入り口に変えて、出入り口の

riijにFし場を作ったり、槌木を置いたりしている。
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図 187.11号館の中庭

I 2ljfi"liの巾!丘

l l号館と同係に‘アブローチ空間として機能していない、 「度j だった I2号館の中庭

は、現在中庭へjifjじる入口に鍵をかけて、居住者全員の共同のプライベートな宅mlとして使

われている。 I2勾面白は中庭が南に両しており、街路から建物のわきの細い通路を通らない

と中庭には人れないので、その紛iい入り口に扉をつけ‘防犯のためといって鍵をかけてい

る。鍵は居住者全日がもっていて‘f!J.!う皮に鍵の開け閉めをしている.実際に中!庄は.干し

場があったり、物[泣が(白かれていたり生活空間として使われている。心近までは、中j足で餅

っき大会などもやっていたそうである。
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図 186.6号館の中庭

「

/ 

l I I}館の中庭

階段宅へのアクセスを担わない lI号館の、ダストシュートのある住棟の出血rJに凶まれ.

通風とti:光のためだけの良の空間だった。現在は‘ 2つの自転卓也Iき場が作られ.また居住

者が改築して中庭atrJに出人口を作り、その前を物干し場や値木を置くなど、生活空flfJとして

使っている。この中庭は舗装されておらず、土に草が生えている状態である。

実際に中/i];側lこ1M程uてI曽しをして11¥入り口を作ったNさんによると 隣の住戸も中路側

に出入口をつくっており‘ l短いじりの好きな住人が、Nさんの住戸の前の手入れもしてくれ

ているという.実際、 Nさんは「中庭の戸を一週間1)日けておいても、誰かしらの臼があるの

380-第 7量 同潤会溝砂通りアパートにおける住環境直宮一一ー一
-379-lI!7章 同潤会清砂通りアパートにおける住環境運宮



図 190.14号館屋上
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図 188.12号館の中庭
ー山~~...山崎 即日手ト-oJ'II d 
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5日IlH屋上

市I述のように. 5 )}nnでは、 l階の家自主向住戸に住むJ，MJ:-Xと. 2僻以上の独身向性戸に

11む厄住者で別の自治組織をつくっている。 2階以上の自治組織でほ. :3昨?の屋上を共同の

庭閣として主lこ4階の{下人が使っており、四角いコンクリート製の組本鉢が並べられていて、

j七[<iJの庭!剥になっている。どのfi![木鉢を、誰が使うかが決まっており.インタビューしたK

さんは4倒を自分のものとして使っている。

7.5.8共用空間の利用(屋上)

ここでは • FH.の特徴的な使われ)Jをしている住転車の可F例をいくつか検，i.tすることにす

る】

I () :;-tln以上

I () :;-I!Hて'は.原 tのm築部分に共同の物iむを作っているの何側の街路にluiするim分の11:

ぃ:t.もともとJ，'ifl:1自iUlもjよく<:)三n、m築できるスペースも周りにあるのだが、*側の

公lも1IこI([iした11:1'は2引とfffi辰が狭<.m築できるスペースもあまりないので.この狭いfi

l'に0，むJ，'if主将61[Jから、 f上戸内!こi泣ききれない物を入れる場所が欲しいという立見をきっか 図 191.5号館屋上

けに、見L側の共同m築した部分の尾上に、点目[Jの住戸 18粁で、共同の物i?iをつくることに

，なった噌物ii'(は鎚のついたしっかりしたものである。

1 6号館屋上

m砂通りアパートのなかでも.屋上に値木鉢が多く白かれている事例である。逆にほとん

ど他木鉢が前かれていないのは、 1 ;)号館と、鍵が般かっていて上がれない 12号館であ

る。他の住!JIrは程度のAはあるものの多くの植木鉢がi泣かれている。 16 号館は耳~築部分の

上にまで柏木鉢が置かれている。

図 189.10号館屋上

I 1 :j~libl上

1'1 :";-t!Hの屋ヒでは 2階の住人が、了供の勉強部屋としてパラ yク小屋をillてている。

II 階の人のように泡築できないからJという忠由で、 1 "号館のJ~住者全てに断わってか

らillてた。今i之子供が大きくなり.物i白がわりに使っている。

また. ))[Jの2階の))[Jの{士人は、防昔のされた音楽室を作っている。
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図 192.16号館屋上

7号館屋上

7号館でもがi木鉢が多い。菊の大きな花を咲かせることを楽しみにしている居住者がい

た。

また、干し場は12ηru-:以外の全ての号館にあり 、現在も使われている。

図 193.7号館屋上

7.5.9ケーススタテ'ィ 1 隣合う 2戸をつないだ例

r~{和 29(1' 、 Aさんは結婚と同時に 15号館3階に入居する。 9Jの子3人が生まれ、 干供部屋が

必要になってきたところで15号館全館でm1ll!の話が持ち上がり 、昭和43年、西側に6位r:nを摺
築する。

さらに昭和47年.隣室を賊入、戸境墜に穴を開けて通れるようにする。この隣室も全館t司

祭の際に建て僧しをしていたので、全体としてはかなり広い (6畳間4つは畳間2つ)住戸とな

った.購入した隣室は皆子供たちの個室になった.またこのとき、隣室のトイレを風呂に改

装した.

現在は子供は皆独立し、Aさん夫妻が住んでいるのみであるが.隣室は子供が孫を連れて

帰省したときの泊まり部屋となっている。

第 7童 向2司会清砂通りアパートにおける住環境運宮
一一一一一一一ーー一一ーーー-

-383-

図 194.憐合う 2戸をつないだ伊l

， I f" J 

昭和 29年 平成7年

7.5.10ケーススタディ 2:同一階で4戸を使用する例

Wさんは終戦直後のl附平u20作、 Wさんと両鋭.妹家族4人で 11 :}t!H ((t戸A) に人民し

た a 父が間l議会;昌弘で来'各が多かったため.r昭和 20年代はじめに、元の(F.戸の斜め向かい

の伐戸Bを使J+Jして、桜数戸使JJJをはじめた。住戸Bi立、 iミに米'各JIJの公的な場と、Wさんの

勉強部川として丹lいられ‘'i'liiは1:にもとの{主戸で行われていた。(1:1iBで;;J:.払い Fげの完

了[1'(1を盲 トイレをとって台所を広げる、間仕切りを取る、 fl¥窓にするなどの改築が行われて

h る。

|昭和:34年.wさんは結婚して一時アパートを出るが、 Imll:!;)年にアパートの 7乃館の

(1I_jcに日s肢をfI'iりー Wさん夫婦と息子の3人で生活をはじめた。

!日iじ町、 Wさんの尖家の 11号館の方では.住戸Bの隣戸((if'D) を腕人した。("戸Bと

CのIl:Jの界間はこのlI.'il反り外され.2戸1(:主戸として使用された。(tJiDでも購入と同時に.台

所部分を風ιにするなどの改築が行われた。住戸Bと同係‘存前として川いられていた。

l町{和:l8 iJ:oにWさんの妹が結帰してアパートを出て以来. 1 0 Ijーほどは 7号館でWさんの

家族が、 11号館でWさんの阿部{が3つの住戸を使って.生mをしていた。このうちの住戸B

と住戸Dは米諸:用として用いられるという使用の仕方が続いたe

昭和48年、 Wさんはg.楽を志す怠子のためにピアノをl出入した。 7号館の住戸Cでは狭

く置場所がないということで 11号館の客間であった住戸DI二位かせてもらうことになっ

た。その時に防音工事のため.窓を 2霊サッシに変えている。当時中学生であった長男は

11号館の住戸Dでピアノの練習をし. 7号館と 11号館の好きな)jで食事をしていたそう

である。

次に、昭和;):3 irにはさらに.隣の階段室で、住戸Dと隣彼する住戸Eを勝入した。住戸E

は内部の傷みが激しく、人が住める状態ではなかったので、すぐに内装をやり直し、住戸D

と繋げ、住戸Eは来客111の位室として使用された。つまり、 1 1 η ~Bの B.D.Eの償並びの 3 住

戸が内日sで繋げられ、t産省:の場として活用されていた。

l切手[157年lこWさんの父が亡くなり .しばら くは母が一人で 11号館に住んでいたが.昭

和弓 9年.wさんの息子の結婚を機に. 7号館の住戸Cを以子夫品aにゆずり、 Wさん夫婦は

lI!7量 同潤会清砂通り 7パートにおける住珊境軍宮 -384-



の音楽室に改築した。

1 1号館に再び戻り、母と一緒に住みはじめた。間もなく、最後に窺入した住戸Eを、 2霊堂 7.6居住者組織による住環境のコントロール

現在では、 7号館に、息子夫妻が住み、 3戸 1i王戸のうちの 2戸を使用 してWさん夫緑が

住み、 3戸 1のうちの l戸Il音楽室として、息子夫婦が楽器を教える仕事場となっている。

I I号館のもとの住戸IlWさんの書斎と して使用されている。

図195.同一階で4戸を使用する例

520- S四年代ほじめ $30年代はじめ S臼年~
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葺 78 問澗会，膏砂通りアパートにおけるul軍噴運宮

7.6.1同潤会の管理者

現在

すでに述べたように、戦前には、 1号館2階の娯楽室(倶楽部室)を、昼間開けておくの

は勿体ないとして、平岡のぶが同潤会仰lに対して、ここを保育闘として利制することの許可

をのている。その結果I昭和 6年に 「子供の村保育園」が関関しており、 lη:-ftl自の尾上や l号

館辺の中庭は、保育闘にi且う F供たちの遊び場になっていた。また‘このアパートの応舗部

分.ま、 5乃島1を除いて、!苫舗WIfIの空間であったので.応の紙何.(fが応のi溜分の上の階やア

パート内の他の{上戸に居住する例もみられた。このように、山砂通りアパートにおける戦前

のfi環境ili'~:f; ほかなり柔軟に行なわれ、居住者の生活状況にあわせた辺'れが行なわれていた

ことが分かる。

しかしー方で、 'i¥xliiiから住むIJifJ界の中には.'i'i'l!U人が厳しい人だったとhう証言もあ

り、こうレたな味では、111;¥的にはかなり級協な包・J!I!が行なわれていたようである。

A 

弘
樹

，~・..，

7.6.2様ごとの管理組織の整備

l，¥fゆi且アパート:ま縦僚が大きいために.ill物のilli岱 副u.'i'ii'J.lgの凶日1)につ日て全快でのコ

シセンサスを似ることが難しい。そこでこれらの取り決めはi"r(t:!iliの肘(iおが，iiiし合い、!ili

ごとに維持岱・理のルールがiJ<められている。ルールはJi'l%に|則すること‘ ii'l'i!t主.!il立金の

徴収とそのれ'J.lI!. 役 ilの選 HJr 、 WI-.や J~用部分の使い方 ・ 竹内のfUjなど多岐にわたる。 し

かしこれら即日1)がIlj)文化されている作僚は少なく 、J;iii!:1咋のI:nで不文fltとして浸透している

以介がほとんどである。またそれだけに、状況に応じて制11かく胤日1)の変災が加えられてきて

いる。

li'l築にl主|してはどこの(!:!iliでも、棟の全居住者のl百);，むが得ることが必裂であるとされてい

る。管E型的.!i'l ~L金は. r (共用部)電気代J r税金(図定資舟税)J r修終的み立てj 等

以々な名目の金額の合t1rとして徴収される。住棟によっては.m祭した(1:戸のみがいわば迷

惑料として支払う rillてだし料金lを設けているところもある (15r}ftii)。また多くのft棟

でi'I動'11のU'II場所'*び駐車できるJli.を厳絡に指定し. rUtl，料金lを徴収して、管理貨に

組み込んでいる。また、照 t.階段室等の共用部分の使用についても脱WJを設けている場合

が多い。

管理!'i'!占立金のÜ"1'J!その他の仕事をする役員は、ほとんどの ft !iliで階段'~).をその選出の

'Ii似としているが、選IH方法は各階段室から委員を l名づっ選出して f1 i1を II~).草する住隙、役

員を全てOt:Bする階段鳴を交持してゆく住棟と係々である。役Llは完全な1"1り持ち制にして

いるところもあるが、阪lぶれが問定してしまっている住械も少なくない。

-385-
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居住者自身が彼自に管理規則を作ってきた清砂通アパートは.居住のハード面においてだ

けでなく ソフト商においても注目できる点が多いといえる。

7.6.3 自治会の分磁

i，'if沙i邑アパートの町会組織は.戦前から「白河田fli百砂自治会(のちni砂臼治会) Jの名称

で4プロ yクに分散したアパートでひとつの町会を形成していた。よって.同アパートによっ

て分断された一般住宅地も飛び地|百Jtで町会を形成している。

しかし附fU33伴、 1~4 号館のプロック(第l プロッ夕、旧来上世 18:)だけが2町(白河と三

HJにまたがること.町会資負位と配分に問題が生じたことなどを理11.1に消砂向治会から分

泌し、 ー般fI:宅地の 1白河三rLI (J 治会1に編入した.7庁砂i泊アパートの分散tieli'lが‘地域

コミュニティ活動に興味深い影併を与えているようである"

第 7宣 同潤会清砂通リアパートにおける住環境運宮 -387-

7.7まとめ/清砂通アパートにおける経年的住環境運営

f占砂通りアパートは.ZI災の区画整理事業と連動しつつ、全部で5JUIにわたって建設され

た、 「街路型Jの住隙配置tをもっアパートであった。このアパートの特徴ほ r酋J r中j

「南J r東 j の 4 つの笹j区が • I!I!に民地をはさみながら建設されたことであった。こうして

復興土地区間受理事業と述勤して建設されたものには、次ぷで述べる絞れ:アパ ト・東町ア

パートがあるが、各街区のliiJ に民地が入っている点が異なっている。 また、街区どうしのU~I

には、復興小学校・復興公闘が一体となって建設されており、したがってこの地域は、深川

万l前における政災復興事業のーつの日玉ともいえる地域であった

is，没当初から、居住省らは、 ri，'i砂アパート自治会J19を組織していたe また.この組織

の協力を得て、Il{{和 tiifには、 1 ~}ffii 3階にあった娯楽街で、 I (.供の H~ff l-:iJ J が活動を

;まじめていた。これは、代山山アパートで.自治会であった鋭隣会によって以来宝を使って

幼枚目iJを常んでいたこととほぼHじ現象であり、同時期にこのよ うな刻象がI，;Jじl'iJn目会ア

パートの rLlIの下lと r-F田f1に「バEしたことが興味深い。

科目?中 i;J:.アパートの立地が[場地fi?であったことから.住宅!ト':I~のi\"Fli 下の時代に;立、

'lH'r訂工島jとして衣Hえさせられたjfiくの工場の労働者のための付宅としても供されることに

なったa こうした現象;止 l，'rilψi辺りアパートの特徴であり. 'ji¥j走も(1:み続けていたヨ時の工

島i労働者たちによって‘戦後のアパートの居住環疫の復興が始まるのであった。戦後には‘

柳，(，¥や猿r工と同慌に.!jt2後空部以になったところをさらに、11:'主として近所の[l詰労働xに

貸与えている。

1111砂i泊りアパートは. t j i~災によってほぼ全焼したが、 i被災{I'(後に(1:宅計聞が住宅の応急修

J~! を行なっていたことが今凶の訓査によって明らかとなった。 戦後;ま1世主L ・ ガス ・ 水近の設

備が使えないままに、 rj rJ.足などに j七|司の流や使所がつくられ.それらはろ fl'f'，U~われてい

た。

また、後に社会党委iH去となる浅沼稲次郎が、昭和J2 fドからこのアパートに住んでいたこ

とも、アパートの戦中戦後の自治組織による住環JQ))J!営を考える上でifl~なことであった.

浅沼l立、戦中町{からf百砂自治会の町として活躍しており、特に戦後に:;J:. r生活協阿組

合Iを組織したり.アパートの払い下げに関しては.東京郎との交渉の'1'で. 6年間の月賦

払いを務ち取ったといわれている。

払い下げの結果、各建物はそれぞれの{主棟の居住者の共同所告となったがー土地に関して

は、払い下げを受けずに*);~/mからの借地としたままのところ、 lつの!士tlIiで敷地を賊入し

たところ.数僻!の住僻!で数地を J~同所有しているところと、さまざまであるψ こ うした fl1111

な、払い下げ後の土地の分割共有は、代官山にも見られたが‘ iJi砂泊りアパー トの特徴ぽ、

!日当初はアパート名称が京大工町アパートであったので自治会れ祢は I点火 c町rr治会lであったろう
と思われる.
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波数棟で-"jtの上地を共有している点と、代宮山のような町会所有の共有地がない点であ

る。

このようにして戦後の清砂通りアパートの住環境はスター 卜したのであるが.払い下げの

m式が完済すると、居住者なさまざまな形で、アパート内の住空間を利用しはじめた。

m築に関しては.同il盟会アパート中段大規模の地築を行なっており 、通りから一見しても

えの淡が容易に分からないほどである，これは、消砂i湿りアパートに特徴的である、共同t官

築がその大きな原因となっている。共同I曽築については、柳島でも多く見られたが、柳島の

場合はJk.4<的に l二F階だけによる共同m築であるのに対し、消砂通りの場合は‘弓館のほと

んどが一斉に共同刷築を行なっているケースが非常に多いことである。

また、 fri砂i泊りでは、 RC造の界墜を取り除く n戸 l化の住宅も多く見られた。中には3つ

のf1:J;を備につないで隣の階段室のft戸までも lつの住宅として使っているところもあっ

たヨ

このように.I:iHt7iがそれぞれに定住のための個々の働きかけを行なっている中で‘ui砂

i辺りの特徴である大きな矩型の<11/:廷における、 使われ方を見てよLると、柳ぬなどに比べて、

rrfH1Iiごとにしっかりした'P庭の使い方のルールが形成されている。!日Jt主に.段 lニの宅nn

も.しっかりとしたおし合いでルールを決めて、うまく淫泊している点が、このアパートの

大きな特徴であった"
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